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平成17年度�

項　　　目�

市民税�

固定資産税�

軽自動車税�

都市計画税�

保育所保育料�

コミプラ使用料（下水道）�

市営住宅使用料�

住宅新築資金等貸付金元利収入�

住宅改修資金貸付金元利収入�

学校給食事業収入�

�

16年度�

94,556,563�

336,120,866�

4,639,305�

6,451,306�

4,076,480�

3,283,274�

4,143,367�

102,914,756�

26,412,302�

3,148,311

17年度�

95,826,483�

327,052,612�

5,036,005�

4,662,364�

2,743,350�

3,518,298�

712,870�

109,460,169�

27,969,838�

4,241,312�

�

一般会計合計�

特別会計合計�

589,119,162�

350,544,693

584,626,067�

382,053,129

一般会計の主な未収金�

一般会計・特別会計の未収金合計�

（円）�

（円）�

9
億
円
の
未
収
金
が

あ
る
が
滞
納
者
の
内
訳
は
。

行
方
不
明
5
％
、
納
付

資
力
が
な
い
者
が
61
％
、
分

割
納
付
が
26
％
で
す
。

丹
波
市
独
自
の
自
主

財
源
の
確
保
は
。

景
気
の
回
復
で
市
税
は

伸
び
て
い
ま
す
が
、
企
業
誘

致
を
含
め
て
考
え
て
い
ま

す
。

学
校
給
食
費
の
徴
収

は
、ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

3
地
域
が
口
座
振
替

で
、
残
り
の
地
域
は
P
T
A

な
ど
が
徴
収
さ
れ
て
い
ま

す
。な

お
、口
座
振
替
以
外
は
、

滞
納
は
ほ
と
ん
ど
皆
無
の
状

況
で
す
。

第
13
回
9
月
定
例
会
を
、
9
月
1
日
か
ら
25
日
間
の
会
期
で
開
催
し
ま
し
た
。

本
会
議
で
は
、
17
年
度
一
般
会
計
・
特
別
会
計
決
算
、
18
年
度
の
補
正
予
算
、
条

例
の
制
定
な
ど
54
議
案
を
慎
重
に
審
議
し
、
1
議
案
を
否
決
し
た
ほ
か
は
、
賛

成
多
数
で
可
決
し
ま
し
た
。
特
に
、
本
年
の
決
算
は
、
合
併
し
て
初
め
て
の
通
年

決
算
で
、
繰
越
金
21
億
円
や
未
収
金
に
対
し
て
質
疑
が
集
中
し
ま
し
た
。
ま
た
、

補
正
予
算
で
も
、
繰
越
金
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
質
疑
を
行
い
ま
し
た
。

22006.10/たんばりんぐ

▽
反
対
討
論西

本
嘉
宏
議
員

今
期
決
算
は
、
21
億
円
を

超
え
る
大
幅
黒
字
に
な
っ

た
。
他
に
も
繰
り
上
げ
償
還

や
基
金
の
積
立
に
30
億
円
以

上
の
剰
余
金
を
回
し
、
単
な

る
「
見
込
み
違
い
」
で
は
済

ま
さ
れ
な
い
。
曖
昧
な
見
込

み
で
「
財
政
危
機
」
を
煽
り
、

事
業
の
一
方
的
な
削
減
と
負

担
増
を
強
行
し
て
き
た
結
果

で
あ
る
。
認
め
ら
れ
な
い
。

▽
賛
成
討
論竹

知
正
明
議
員

17
年
度
は
、「
心
の
合
併
」

を
推
進
し
礎
づ
く
り
の
重
要

な
一
年
と
し
て
、
旧
町
か
ら

の
継
続
事
業
や
台
風
の
災
害

復
旧
の
早
期
完
了
を
最
優
先

と
し
て
事
業
執
行
に
努
め
ら

れ
た
。

今
後
も
、
誰
も
が
「
安
全

で
安
心
し
て
暮
ら
せ
、
明
る

く
、
楽
し
く
、
生
き
生
き
と

暮
ら
せ
る
ま
ち
づ
く
り
」
を

切
望
し
て
賛
成
討
論
と
す
る
。

本
会
議
質
疑

決算を�認定�

一�

般�

特�

別�

会�

計�

会�

計�

一
般
会
計
決
算

答 問

答 問

答 問



△氷上クリーンセンター
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合併2周年を迎えて　
いま礎から飛翔へ

丹波市議会議長　山本忠利

合併からまもなく2周年、丹波

市議会も9月定例会を終えまし

て、定例会8回、臨時会5回、合計で

13回を数えました。その間、市民

の皆様には、丹波市議会に対しまして何かとご支援を

賜りましたこと心より厚くお礼申し上げます。

私は、初代議長として今日まで全議員が一丸となり、

「市民党」として市民の皆様の負託に応えられるよう努

めてきました。まず、第1回（16年12月）の議会では、200

件を超える条例制定の専決処分の承認や人事案件の同

意など新市の体制づくりに始まり、第2回（17年3月）で

は、実質丹波市としての予算の審議並びに合併前旧町

の決算認定など数多くの議案審議を重ねました。第9回

（18年3月）では、新年度の予算審議と併せまして丹波市

の進むべき方向を示す総合計画等の審議を行い、文字

通り議会としても礎（いしずえ）づくりを審議した2年

間でありました。

本市では、地域産業の振興、環境問題、若者の定住化

促進、少子化対策、地域医療対策など、諸課題が山積し

ています。今後、地方分権の進展を見極め、今まさに丹

波市は、礎から飛翔の時を迎えたと思います。市議会と

しても、市民の皆様の声を的確に市政に反映し、課題解

決に向けた取り組みを進めていきます。市民の皆様の

より一層のご支援をお願いしご挨拶といたします。

繰
越
金
の
取
り
扱
い
に

つ
い
て
、
5
億
円
余
り
を
歳

計
現
金
と
し
て
置
い
て
い

る
が
、
全
額
補
正
予
算
に
計

上
す
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

こ
れ
で
、
透
明
性
が
確
保

で
き
る
の
か
。

財
政
管
理
上
の
手
法
の

一
つ
で
、
問
題
は
あ
り
ま
せ

ん
。予
算
に
計
上
し
な
い
で
、

財
源
留
保
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
緊
急
の
場
合
に
使
用

し
ま
す
。

21
億
円
の
繰
越
金
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
ど
う
指

示
し
た
の
か
。

財
政
指
数
を
見
て
分
析

す
る
と
、
中
身
は
非
常
に
厳

し
い
状
態
で
す
。
繰
越
金
の

取
り
扱
い
に
つ
い
て
は
、
や

む
を
得
ま
せ
ん
。

普
通
交
付
税
が
当
初

予
算
か
ら
11
億
円
も
増
額

し
て
い
る
。
予
算
編
成
で
ど

の
よ
う
に
算
定
し
た
の
か
。

普
通
交
付
税
の
算
出

に
つ
い
て
は
、
反
省
し
て
い

ま
す
。3

月
で
減
額
補
正
し

な
が
ら
、
な
お
多
額
の
不
用

額
が
出
て
い
る
。
不
用
額
を

丹
波
市
食
育
推
進
会
議

設
置
条
例

こ
の
条
例
は
食
育
基
本
法

の
規
定
に
基
づ
き
、
丹
波
市

食
育
推
進
会
議
を
設
置
し
、

食
育
推
進
計
画
の
作
成
や
実

施
の
推
進
、
施
策
の
実
施
に

お
け
る
必
要
な
事
項
を
定
め

る
た
め
、
会
議
を
設
置
す
る

も
の
で
す
。

丹
波
市
一
般
廃
棄
物
処
理
施

設
建
設
委
員
会
設
置
条
例

こ
の
条
例
は
、
平
成
23
年

に
稼
働
を
予
定
し
て
い
る
、

新
施
設
の
建
設（
用
地
選
定
、

リ
サ
イ
ク
ル
セ
ン
タ
ー
の
規

模
）
を
審
議
す
る
た
め
の
委

員
会
を
設
置
す
る
も
の
で

す
。

繰
越
金
の
透
明
性
を
追
求

丹
波
市
立
市
島
有
機
セ
ン
タ
ー

条
例
の
制
定
を
全
員
反
対
で
否
決

条
例
審
査

【
補
正
予
算
の
主
な
質
疑
】

活
用
す
る
手
段
は
な
い
の

か
。

年
度
内
の
事
業
実
施
経

費
を
見
込
ん
で
い
ま
す
が
、

各
部
署
の
予
算
執
行
を
的
確

に
把
握
し
て
い
き
ま
す
。

△歳入歳出決算書

こ
の
条
例
は
市
島
有
機
セ
ン
タ
ー
に
指
定
管
理
者
制
度
を

導
入
し
よ
う
と
す
る
も
の
で
す
が
、
市
に
お
け
る
環
境
創
造

型
農
業
な
ど
農
業
振
興
上
の
課
題
や
周
辺
の
環
境
対
策
な
ど

施
設
管
理
上
の
課
題
も
あ
り
、
な
お
地
元
と
の
協
議
が
必
要

と
の
結
論
に
い
た
り
、
反
対
全
員
で
原
案
を
否
決
し
ま
し
た
。

△市島有機センター

答 問

答 問

答

答

問問
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委
員
会
で
は
、
審
議
の
取

り
ま
と
め
と
し
て
、
次
の
意

見
を
付
し
、
本
会
議
で
報
告

し
ま
し
た
。

滞
納
整
理
を

①
市
税
、
使
用
料
、
負
担
金
、

手
数
料
、
貸
付
金
な
ど
の
未

収
金
や
不
納
欠
損
が
年
々
増

加
傾
向
に
あ
る
。
収
納
対
策

課
の
機
能
を
十
分
発
揮
し
滞

納
整
理
に
努
め
ら
れ
た
い
。

公
用
車
の
適
正
な
管
理

②
公
用
車
の
保
有
台
数
に
つ

い
て
、
リ
ー
ス
車
も
含
め
て

適
正
な
台
数
計
画
を
立
て
ら

れ
た
い
。

市
長
公
用
車

③
市
長
公
用
車
な
ど
を
タ
ク

シ
ー
会
社
と
委
託
契
約
を
し

て
い
る
市
も
あ
る
の
で
、
研

究
す
る
必
要
が
あ
る
。

自
動
販
売
機
の
設
置
場
所

④
自
動
販
売
機
の
設
置
場
所

に
よ
っ
て
使
用
料
が
ま
ち
ま

ち
で
あ
る
の
で
、
設
置
場
所

も
含
め
て
見
直
し
が
必
要
で

あ
る
。

公
金
横
領
事
件

旧
氷
上
郡
広
域
行
政

⑤
旧
氷
上
郡
広
域
行
政
事
務

組
合
の
公
金
横
領
事
件
に
関

わ
る
損
害
弁
償
金
に
つ
い
て

は
、
口
座
名
義
を
明
確
に
さ

れ
た
い
。

⑥
柏
原
保
育
所
の
借
用
地

柏
原
保
育
所
の
駐
車
場
の
借

地
に
つ
い
て
、
買
収
の
方
向

で
努
力
さ
れ
た
い
。

若
者
の
雇
用
対
策

⑦
若
者
の
雇
用
促
進
を
図
る

労
働
部
門
の
職
員
配
置
を
行

い
、
県
雇
用
開
発
協
会
、
丹
波

技
能
訓
練
セ
ン
タ
ー
、
企
業

会
な
ど
関
係
機
関
と
も
情
報

交
換
に
止
ま
ら
ず
、
積
極
的

な
関
わ
り
を
持
つ
中
で
、
雇

用
促
進
に
努
め
ら
れ
た
い
。

農
業
振
興
の
再
構
築

⑧
こ
れ
か
ら
の
農
業
は
集
落

営
農
、
担
い
手
農
家
の
育
成

な
ど
に
絞
っ
た
農
業
振
興
の

再
構
築
が
必
要
で
あ
る
。
将

来
に
わ
た
っ
て
作
付
け
さ
れ

な
い
遊
休
農
地
が
増
え
て
い

る
。
農
地
の
有
効
利
用
に
向

け
た
取
り
組
み
を
積
極
的
に

行
わ
れ
た
い
。

公
共
用
地
の
未
登
記

⑨
道
路
な
ど
の
公
共
用
地
の

未
登
記
分
が
相
当
残
っ
て
い

る
。
地
権
者
の
不
利
益
に
な

ら
な
い
よ
う
登
記
完
了
に
つ

い
て
努
力
さ
れ
た
い
。

消
防
本
部
の
位
置

⑩
消
防
本
部
の
位
置
に
つ
い

て
、
防
災
マ
ッ
プ
で
も
浸
水

区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。

災
害
時
に
お
い
て
市
民
が
安

心
で
き
る
対
応
に
つ
い
て
検

討
が
必
要
で
あ
る
。

女
性
消
防
団
員

⑪
予
防
消
防
で
の
女
性
の
役

割
は
重
要
で
あ
る
。予
防
消

防
の
先
頭
に
な
る
女
性
消
防

団
員
を
全
市
に
広
げ
ら
れ
た

い
。

貸
館
ホ
ー
ル
の
利
用

⑫
貸
館
ホ
ー
ル
の
利
用
に
つ

い
て
、
社
会
教
育
関
係
だ
け

で
な
く
、収
入
源
の
確
保
と

い
う
意
味
か
ら
、多
目
的
利

用
に
対
し
て
も
貸
館
を
行
う

方
向
で
検
討
さ
れ
た
い
。

予
算
編
成

⑬
予
算
未
執
行
の
科
目
が
見

受
け
ら
れ
る
。予
算
編
成
に

お
い
て
も
的
確
な
事
業
精
査

を
行
う
よ
う
努
め
ら
れ
た

い
。

多
額
の
不
用
額

⑭
多
額
の
不
用
額
が
見
受
け

ら
れ
る
。予
算
執
行
状
況
を

的
確
に
把
握
し
、予
算
の
補

正
措
置
を
講
ず
る
べ
き
で
あ

る
。

議
会
で
は
、平
成
17
年
度
決
算
を
審
議
す
る
に
あ
た
り
、本
会
議
で
の
質
疑
と
あ
わ

せ
、12
名
の
委
員
に
よ
る
特
別
委
員
会
を
設
け
、4
日
間
に
わ
た
り
市
長
を
は
じ
め
と

す
る
3
役
、各
担
当
部
課
長
な
ど
が
出
席
し
、審
議
を
行
い
ま
し
た
。

市
民
の
要
望
に
応
え
た
決
算
か
！�

▽
▽
決
算
特
別
委
員
会
で
集
中
審
議�

一
般
会
計

△決算特別委員会

△柏原保育所駐車場
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未
収
金
対
策
と�

滞
納
対
策
は�

公
用
車
は
4
3
7
台

（
消
防
車
含
む
）
で
、
適
正
な

台
数
は
決
め
て
い
ま
せ
ん
が

減
ら
す
方
針
で
す
。

他
に
リ
ー
ス
車
は
22
台
で

す
。

地
域
防
災
計
画
策
定

業
務
委
託
料
が
大
き
い
が
、

策
定
さ
れ
た
膨
大
な
防
災

計
画
書
は
非
常
時
に
役
に

立
つ
の
か
。

職
員
に
は
初
動
マ
ニ
ュ

ア
ル
な
ど
に
よ
り
、
非
常
時

対
応
が
で
き
る
と
考
え
て
い

ま
す
。市

の
C
I
戦
略
へ
の
取

り
組
み
は
。

平
成
18
・
19
年
度
を
か

け
て
多
く
の
人
が
好
感
を
持

っ
て
も
ら
え
る
よ
う
対
応
し

て
い
き
ま
す
。

5 たんばりんぐ/2006.10

未
収
金
は
9
億
8
千
万

円
と
多
い
。滞
納
者
の
実
態

と
今
後
の
取
り
組
み
は
ど
う

か
。

収
納
対
策
課
で
マ
ニ
ュ

ア
ル
を
作
り
、
鋭
意
収
納
に

努
め
て
い
ま
す
。

旧
町
か
ら
引
き
継
が
れ

た
ま
ち
づ
く
り
総
合
支
援
事

業
で
、数
年
に
わ
た
り
多
面

的
な
整
備
が
進
め
ら
れ
て
き

た
。ど
こ
が
該
当
し
、今
後

も
、当
初
計
画
さ
れ
た
事
業

は
す
べ
て
行
わ
れ
る
の
か
。

旧
青
垣
、
春
日
、
市
島

町
が
該
当
し
ま
す
。
19
年
度

以
降
も
継
続
し
て
取
り
組
み

ま
す
。公

用
車
の
数
が
多
い
と

い
う
声
が
あ
る
。減
車
計
画
、

ま
た
、リ
ー
ス
車
の
実
態
は

ど
う
か
。

丹
波
市
で
働
く
人
材

の
育
成
へ
の
考
え
は
。

丹
波
雇
用
開
発
協
会
や

技
能
訓
練
セ
ン
タ
ー
と
も
協

議
し
て
検
討
し
て
い
き
た
い

と
考
え
ま
す
。

担
い
手
農
地
情
報
活

用
集
積
促
進
事
業
は
有
効

な
活
動
が
な
さ
れ
て
い
る

の
か
。農

会
長
、
農
業
委
員
と

も
連
携
し
、
耕
作
放
棄
地
の

情
報
、
活
用
を
進
め
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

救
急
駐
在
所
の
整
備

と
救
急
救
命
士
の
養
成
は
。

18
年
4
月
に
春
日
で

救
急
駐
在
所
を
設
け
ま
し

た
。
救
命
士
は
、
有
資
格
者

2
人
を
採
用
す
る
と
と
も

に
、
2
人
を
養
成
し
ま
し

た
。

学
校
給
食
費
の
中
で
、

賄
い
材
料
は
ど
の
よ
う
に

調
達
し
て
い
る
の
か
。

農
産
物
な
ど
地
産
地
消

で
き
る
も
の
は
地
元
で
、
あ

と
は
市
場
な
ど
か
ら
調
達
し

て
い
ま
す
。

「
青
少
年
の
主
張
大
会
」

を
こ
れ
ま
で
永
年
取
り
組

ま
れ
て
き
た
旧
町
か
ら
い

き
な
り
場
所
を「
春
日
文
化

ホ
ー
ル
」に
代
え
る
意
図
は

何
か
。ま
た
、市
内
3
ホ
ー

ル
の
使
用
方
針
は
ど
う
か
。

旧
公
民
館
の
主
催
か
ら

市
教
委
の
主
催
に
な
り
、
市

全
体
の
立
場
か
ら
会
場
を
変

更
し
ま
し
た
。

ラ
イ
フ
ピ
ア
は
ス
タ
ッ
フ

も
充
実
し
て
お
り
、
主
た
る

ホ
ー
ル
事
業
に
使
用
し
て
い

ま
す
。デ

ジ
タ
ル
化
に
よ
る

テ
レ
ビ
の
難
視
聴
地
域
へ
の

対
策
は
。

一
方
的
な
国
の
方
針
に

当
惑
し
て
い
ま
す
。
補
助
に

つ
い
て
全
国
市
長
会
か
ら
も

要
望
し
て
い
ま
す
。

△春日救急駐在所（日、火、金曜日の昼間に駐在）

△デジタル化が迫る無線塔

主
な
質
疑

△市の公用車

答

答答

問答 問

問

答 問

答 問

答

問

答 問

答 問答 問

答 問

問
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地
域
医
療
体
制
と
医
師
確
保
は

県
や
病
院
と
協
議
し
努
力
し
て
い
き
ま
す

福
祉
サ
ー
ビ
ス
利
用

料
一
割
負
担
の
た
め
、
障
害

者
は
福
祉
年
金
を
取
り
崩

し
て
負
担
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
っ
た
。

ま
た
、
通
所
施
設
は
運
営

費
が
25
％
カ
ッ
ト
に
な
っ

た
た
め
運
営
危
機
に
お
ち

い
る
。
さ
ら
に
、
小
規
模
作

業
所
は
新
体
制
に
よ
り
補

助
金
水
準
の
低
い
移
行
促

進
を
進
め
よ
う

と
し
て
い
る
。

こ
れ
ら
へ
の
対

応
と
し
て
障
害

者
自
立
支
援
へ

の
軽
減
措
置
を

望
む
が
市
の
対

応
は
ど
う
か
。

▼
負
担
増
に

な
っ
た
と
思
い

ま
す
が
、
市
単

独
で
支
援
は
で

き
ま
せ
ん
。

一
年
に
県
立
柏
原
病

院
で
10
名
、
柏
原
日
赤
で
4

名
の
医
師
が
減
っ
て
お
り
、

中
核
病
院
と
し
て
の
任
務

が
果
た
せ
な
く
な
っ
て
き

た
。
救
急
車
市
内
10
分
の
体

制
は
で
き
た
が
、
病
状
に
よ

っ
て
は
急
病
人
を
送
る
病

院
が
市
内
に
な
く
な
り
、
助

か
る
『
命
』
も
助
け
ら
れ
な

い
事
態
が
生
じ
る
。
医
師
確

保
に
つ
い
て
、
ま
た
、
山
東

地
域
へ
の
病
院
設
置
に
つ
い

て
市
長
の
陣
頭
指
揮
を
願

う
が
市
長
の
考
え
は
ど
う

か
。▼

現
在
、
地
域
医
療
確

保
対
策
圏
域
会
議
を
設
置

し
、
医
療
確
保
計
画
を
検

討
し
て
お
り
、
県
、
病
院
、

医
師
会
な
ど
に
お
願
い
し

て
い
き
ま
す
。

日
赤
問
題
に
つ
い
て
は
、

状
況
の
変
更
に
よ
り
一
か

ら
考
え
ざ
る
を
得
な
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

健
康
寿
命
日
本
一
を

め
ざ
し
、
乳
幼
児
、
障
害
者

の
外
来
医
療
費
を
無
料
化

し
て
は
ど
う
か
。

▼
一
定
の
負
担
は
必
要

と
考
え
ま
す
が
、
市
の
財
政

状
況
を
考
慮
し
な
が
ら
、
今

後
検
討
し
て
い
き
た
く
思
い

ま
す
。

丹波市第13回定例会で代表質問には5名が一般質問には17名の
議員が登壇しました。地域医療、地域づくり事業、篠山山南線
の早期改修、出会いサポートセンターの開設、市長の後期の行
政執行、水道ビジョン、医師不足と救急体制、公用車の管理、住
民活動支援センター、観光振興、男女共同参画条例、幼保一元
化、食育、加古川の改修、春日和田山道路、人口対策、景気対
策、地域整備の住民参加、市展のあり方、JRの複線化、高齢者
負担の軽減、有害鳥獣対策などについての考えをただしました。

代表質問

広瀬憲一議員

日本共産党
議員団

△健康寿命日本一

答 問

答

答

問

問

9
月
定
例
会
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県
道
篠
山
山
南
線
は

こ
こ
8
年
間
に
通
行
止
め

規
制
が
3
5
4
日
、
今
も
続

い
て
い
る
。
復
旧
と
併
せ

ト
ン
ネ
ル
化
計
画
の
前
倒

し
を
県
に
要
請
さ
れ
た
い
。

崩
落
土
砂
6
万
3
千
裙

が
篠
山
川
へ
流
入
し
た
場

合
、
下
流
域
へ
の
影
響
は
ど

う
か
。

▼
本
道
路
は
国
道
1
7

5
号
と
1
7
6
号
を
東
西

に
結
び
緊
急
輸
送
路
に
も

指
定
さ
れ
て
い
る
最
も
重

要
な
路
線
の
一
つ
で
す
。
当

路
線
は
急
峻
な
地
形
に
沿

っ
た
道
路
で
、
度
重
な
る
台

風
・
豪
雨
な
ど
に
よ
り
被

災
し
交
通
規
制
が
頻
発
し

て
い
る
危
険
な
路
線
で
す
。

市
と
し
て
は
速
や
か
な

災
害
復
旧
と
抜
本
的
な
解

決
策
が
不
可
欠
と
考
え
て

お
り
、
県
の
丹
波
地
域
社
会

基
盤
整
備
の
基
本
方
針
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
、
平
成
20
年

市
で
は
19
年
度
か
ら

校
区
単
位
で
健
康
・
教
育
・

環
境
を
テ
ー
マ
と
し
た
地

域
づ
く
り
交
付
金
事
業
を

実
施
し
よ
う
と
し
て
い
る
。

こ
の
中
に
防
犯
・
防
災
・
交

通
も
取
り
入
れ
る
べ
き
で

な
い
か
。

ま
た
、市
長
は
健
康
寿
命

日
本
一
を
掲
げ
て
い
る
が
、

運
動
、休
養
、栄
養
の
3
つ

を
ど
の
よ
う
に
取
り
入
れ

る
の
か
。

▼
市
民
参
加
の
仕
組
み

を
充
実
さ
せ
る
た
め
、
全
小

学
校
区
で
自
治
協
議
会
の

設
置
を
進
め
て
い
ま
す
。
活

動
の
テ
ー
マ
は
市
民
生
活

に
身
近
で
、
必
要
性
の
高
い

も
の
を
設
定
し
て
お
り
、
防

犯
な
ど
は
社
会
環
境
の
中

に
含
み
ま
す
。

各
個
人
に
健
康
意
識
を

高
め
て
い
た
だ
く
た
め
「
健

康
た
ん
ば
21
」
計
画
書
の
ダ

イ
ジ
ェ
ス
ト
版
を
各
戸
配

●代表質問●

布
し
、
食
育
の
推
進
、
運
動

教
室
の
開
催
の
支
援
を
実
施

し
ま
す
。

昨
年
7
月
に
収
納
対

策
課
が
設
置
さ
れ
た
が
、平

成
17
年
度
決
算
の
未
収
金

は
9
億
8
千
万
円
で
、昨
年

よ
り
増
加
し
て
い
る
。こ
の

現
状
と
課
題
を
ど
の
よ
う

に
考
え
て
い
る
の
か
。

▼
新
た
な
滞
納
を
増
や

さ
な
い
こ
と
を
第
一
と
考

え
、
期
限
内
納
付
の
納
税
意

識
の
高
揚
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
、
市
税
で
は
現
年

度
の
早
期
収
納
に
徹
底
し
て

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。

通
行
止
め
が
続
く
県

道
篠
山
山
南
線
の
復
旧
と

抜
本
的
な
解
決
を
切
望
す

る
が
、
そ
の
状
況
は
ど
う

か
。▼

県
は
10
月
に
国
の
災
害

査
定
を
受
け
、
応
急
本
工
事

を
実
施
し
ま
す
。
市
は
県
に

災
害
復
旧
と
併
せ
、
川
代
地

域
の
ト
ン
ネ
ル
化
を
強
く
要

望
し
て
い
ま
す
。

〜
24
年
に
川
代
道
路
（
ト
ン

ネ
ル
化
計
画
）
と
し
て
事
業

化
す
る
計
画
が
あ
り
、
早
期

の
着
手
を
強
く
要
望
し
て
い

ま
す
。

土
砂
や
倒
木
が
一
気
に
河

川
に
流
入
し
た
場
合
、
県
の

試
算
で
は
、
篠
山
川
を
全
て

閉
塞
す
る
危
険
性
は
少
な

く
、
立
ち
木
の
伐
採
、
頂
上

付
近
の
亀
裂
部
に
防
水
シ
ー

ト
の
設
置
、
水
平
ボ
ー
リ
ン

グ
に
よ
る
地
下
水
位
の
低
下

策
な
ど
、
緊
急
対
策
が
講
じ

ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
土
石

流
の
発
生
す
る
確
率
は
小
さ

い
と
思
わ
れ
ま
す
。万
が
一
、

土
砂
流
出
が
発
生
し
た
場
合

も
想
定
し
、
県
・
市
で
放
流

時
の
サ
イ
レ
ン
を
利
用
し
た

下
流
域
沿
線
住
民
へ
の
危
険

周
知
、
井
堰
関
係
者
へ
の
緊

急
連
絡
体
制
を
整
え
て
い
ま

す
。

△市民体育祭

△川代の崩落現場

住
民
（
市
民
）と
と
も
に
魅
力
あ
る
丹
波
市
に

市
民
参
加
の
仕
組
み
を
充
実
さ
せ
ま
す

代表質問

瀬川　至議員

清政会

ト
ン
ネ
ル
計
画
を
前
倒
し
で

一
日
で
も
早
く
事
業
化
を

県
に
要
望
し
ま
す

代表質問

藤本正巳議員

市政
研究会

答 問

答 問

答 問

答 問
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●代表質問●

こ
れ
ま
で
の
代
表
質

問
で
の
未
実
施
事
項
の
市

政
へ
の
反
映
を
望
み
、ま
ず

「
地
域
づ
く
り
事
業
」へ
の
住

民
理
解
は
十
分
に
で
き
た

か
。▼

一
足
飛
び
に
は
無
理

で
す
。
概
ね
3
年
で
検
証
し

ま
す
。民

間
事
業
所
へ
の
職
員

派
遣
研
修
の
考
え
は
な
い

か
。▼

本
年
度
か
ら
県
に
お
い

て
民
間
現
場
体
験
を
す
る
ボ

ラ
タ
ー
ン
研
修
の
「
N
P
O

法
人
体
験
コ
ー
ス
」「
保
育

園
体
験
コ
ー
ス
」
に
5
人
の

職
員
を
派
遣
し
て
い
ま
す
。

全
国
自
治
体
首
長
ア

ン
ケ
ー
ト
に
よ
る
と
、財
政

状
況
に
つ
い
て
83
％
が
不
安

や
心
配
を
さ
れ
て
い
る
。市

長
は「
厳
し
い
が
数
年
を
乗

り
切
れ
ば
回
復
」と
し
て
い

る
が
ど
う
か
。

出
生
率
低
下
の
最
大
の

要
因
は
晩
婚
化
、未
婚
化
で

あ
る
。少
子
化
、雇
用
、住
宅

と
必
要
と
さ
れ
る
政
策
を

総
動
員
す
る
時
と
考
え
ら

れ
る
が
ど
う
か
。

ま
た「
出
会
い
サ
ポ
ー
ト

セ
ン
タ
ー
」を
開
設
し
、結

婚
対
策
事
業
を
推
進
す
べ

き
で
な
い
か
。

▼
「
少
子
化
対
策
民
間
活

動
支
援
事
業
」
を
新
規
事
業

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま

す
。現

在
３
団
体
が
若
者
の
出

会
い
の
場
の
企
画
運
営
を
行

っ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

市
は
補
助
金
を
交
付
し
、
支

援
し
て
い
ま
す
。
出
生
率
を

高
め
る
た
め
、
市
内
の
企
業

を
対
象
に
少
子
化
対
策
の
ア

ン
ケ
ー
ト
を
行
い
、
企
業
の

子
育
て
支
援
策
を
調
査
し
て

い
ま
す
。
民
間
活
動
支
援
と

併
せ
、
若
者
が
住
み
や
す
く

子
ど
も
を
産
み
育
て
や
す
い

環
境
を
つ
く
る
た
め
、
若
者

の
定
住
対
策
、少
子
化
対
策
、

子
育
て
支
援
な
ど
の
各
対

策
を
さ
ら
に
展
開
し
て
い

き
ま
す
。

乳
ガ
ン
の
早
期
発
見
の

た
め
、マ
ン
モ
グ
ラ
フ
ィ
受

診
の
啓
発
は
で
き
な
い
か
。

ま
た
、手
術
後
の
身
体
的
、

精
神
的
苦
痛
の
ケ
ア
と
し

て
、補
正
用
の
パ
ッ
ト
を
補

装
具
と
し
て
助
成
で
き
な

い
か
。

▼
各
種
検
診

の
受
診
勧
奨
に

努
め
ま
す
。
現
段

階
で
は
、
補
正
用

パ
ッ
ト
を
補
装

具
と
し
て
補
助

金
対
応
は
考
え

て
い
ま
せ
ん
。
心

の
ケ
ア
を
含
む

女
性
の
健
康
づ

く
り
支
援
に
つ

い
て
今
後
検
討

し
ま
す
。

乳
幼
児
の
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
は
、肺
炎
や
急
性
脳
症

の
発
症
に
つ
な
が
る
。子
育

て
支
援
の
た
め
、乳
幼
児
の

受
検
者
に
予
防
接
種
費
の

補
助
を
し
て
は
ど
う
か
。

▼
任
意
接
種
と
な
っ
て
お

り
、
助
成
は
で
き
ま
せ
ん
。

▼
こ
こ
数
年
の
行
財
政

運
営
が
将
来
の
丹
波
市
の
財

政
状
況
を
左
右
し
ま
す
。

「
数
年
を
乗
り
切
れ
ば
回
復
」

と
い
う
の
が
強
い
願
望
で

す
。「

丹
波
市
次
世
代
育
成

支
援
行
動
計
画
」達
成
の
た

め
支
援
策
を
積
極
的
に
広

報
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
県
の
「
子
育
て
家
庭
応

援
手
帳
･
丹
波
地
域
版
」の

発
行
に
市
も
協
力
し
て
い
ま

す
。

子
育
て
支
援

や
土
日
の
開
庁
に

向
け
時
差
勤
務
制

度
を
取
り
入
れ
る

考
え
は
な
い
か
。

▼
子
育
て
支
援

の
面
か
ら
は
短
時

間
勤
務
が
適
し
て

い
る
と
考
え
ま
す
。

法
の
改
正
に
あ
わ

せ
検
討
し
ま
す
。

活
性
化
に
向
け
、新
産

業
創
造
課
の
速
急
な
成
果

を
切
望
す
る
。少
子
課
の
機

能
を
さ
ら
に
高
め
る
た
め
、

大
局
的
、横
断
的
な
組
織
の

構
築
が
で
き
な
い
か
。

▼
い
ち
早
く
成
果
を
求

め
る
の
は
難
し
い
と
考
え
ま

す
。
活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り

が
私
の
使
命
と
し
て
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。

結
婚
対
策
の
推
進
は

若
者
の
定
住
、
少
子
化
、

子
育
て
支
援
を
展
開
し
ま
す

代表質問

田坂幸恵議員

公明党

市
長
の
後
期
執
行
は
積
極
的
な
取
り
組
み
を

活
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
ま
す

代表質問

吉見公之議員

市民クラブ

△活かせ実務に｢ボラターン研修」

答

答

答

問

問

問

答 問答 問

問問 答

問

答 答

答

問

△第16回ふれ愛パーティー
「夏・めぐり逢い～丹波漢方の里で見つかる恋～」



9 たんばりんぐ/2006.10

水
源
調
査
の
説
明
会

で
は
、
候
補
地
で
あ
る
地
元

の
住
民
か
ら
は
多
く
の
不

安
の
声
が
上
が
っ
て
い
る
。

合
意
を
得
ら
れ
な
い
ま
ま

で
の
進
捗
に
は
疑
問
が
残

る
。
も
っ
と
時
間
を
か
け
て

行
う
べ
き
で
な
い
か
。

料
金
統
一
前
の
段
階
調

整
は
実
質
的
値
上
げ
で
あ

る
。
慎
重
に
行
わ
な
い
と
将

来
的
に
計
画
破
綻
の
恐
れ

が
あ
り
、
審
議
会
答
申
を
金

科
玉
条
の
ご
と
く
に
掲
げ

て
の
取
り
組
み
に
は
多
く

の
問
題
が
あ
る
。

▼
地
元
対
応
は
十
分
時

間
を
か
け
誠
意
を
持
っ
て
進

め
ま
す
。
料
金
に
つ
い
て
は

使
用
者
す
べ
て
の
公
平
性
を

優
先
し
て
考
え
、
早
期
の
統

一
を
図
り
ま
す
。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
21

の
現
状
に
つ
い
て
は
基
金
残

高
、
活
動
事
業
量
、
会
員
数

な
ど
ク
ラ
ブ
に
よ
っ
て
大
き

な
差
異
が
あ
る
。
活
発
に
運

営
さ
れ
て
い
る
ク
ラ
ブ
は

よ
い
と
し
て
、
ほ
と
ん
ど
休

眠
状
態
の
と
こ
ろ
も
あ
る
。

県
の
補
助
が
終
了
に
近
づ

い
て
お
り
、
な
お
厳
し
い
状

況
が
予
想
さ
れ
る
。
今
後
の

指
導
や
支
援
に
つ
い
て
、
来

年
度
開
始
さ
れ
る
地
域
づ

く
り
事
業
と
の
関
わ
り
な

ど
、
ど
の
よ
う
に

考
え
て
い
る
の

か
。▼

県
の
補
助

は
今
年
度
を
も

っ
て
終
了
し
ま

す
。
市
と
し
て

は
今
後
施
設
利

用
料
の
減
免
や
、

会
員
数
の
少
な

い
ク
ラ
ブ
同
士

の
相
互
協
力
な

ど
を
指
導
し
て

い
き
ま
す
。「
健

康
寿
命
日
本
一
」
へ
の
観
点

か
ら
地
域
づ
く
り
事
業
の
中

で
も
ぜ
ひ
と
も
連
携
し
て
い

き
た
い
と
考
え
ま
す
。
さ
ら

に
、
活
動
し
や
す
い
ク
ラ
ブ

と
な
る
よ
う
市
と
し
て
も
積

極
的
に
支
援
し
ま
す
。

県
立
柏
原
病
院
は
昨

年
か
ら
本
年
9
月
ま
で
に
、

11
名
の
医
師
減
と
な
り
、
な

お
、
さ
ら
な
る
減
少
が
予
想

さ
れ
る
。「
安
全
、
安
心
」
の

最
た
る
病
院
医
療
の
現
状

打
開
を
ど
う
し
よ
う
と
し

て
い
る
の
か
。

▼
過
日
「
地
域
医
療
緊

急
対
策
会
議
」
を
設
置
し
た

と
こ
ろ
で
す
。
医
療
確
保
計

画
に
盛
り
込
む
課
題
や
、
独

自
で
行
う
課
題
な
ど
即
座
に

行
動
に
移
し
て
い
き
ま
す
。

県
立
病
院
だ
か
ら
県

に
も
当
然
の
責
任
が
あ
る
。

丹
波
地
域
に
お
け
る
高
度

医
療
中
核
病
院
と
し
て
の

機
能
を
回
復
充
実
で
き
る

よ
う
、
ど
う
市
が
関
わ
っ
て

い
く
の
か
。
市
に
で
き
る
こ

と
は
何
な
の
か
を
早
急
に

打
ち
出
す
べ
き
だ
。

▼
柏
原
病
院
は
県
立
で

あ
る
た
め
、
市
自
ら
が
医
師

確
保
を
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。
一
日
も
早
い
体
制
改

善
と
医
師
確
保
を
知
事
な
ど

に
強
く
要
望
し
ま
し
た
。
要

望
の
み
で
な
く
市
と
し
て
の

提
案
も
し
て
い
く
よ
う
に

し
、
柏
原
病
院
を
中
心
に
体

制
が
充
実
す
る
よ
う
努
力
し

ま
す
。今

年
上
期
の
救
急
搬

送
者
は
1
0
6
5
人
、
そ
の

う
ち
直
ち
に
措
置
を
要
す

る
重
傷
者
が
2
割
近
い
1

9
6
名
あ
る
。
市

内
病
院
の
弱
体
化

で
措
置
で
き
な
い

場
合
は
ど
う
し
て

い
る
の
か
。

▼
丹
波
地
域
病

院
群
輪
番
制
度
に

よ
り
傷
病
者
に
適

し
た
病
院
へ
搬
送

し
て
い
ま
す
。
措

置
困
難
や
満
床
の

場
合
は
、
医
師
か

●一般質問●

△エアロビクス教室

△県立病院としての責務を

ら
病
院
に
収
容
依
頼
し
て
も

ら
い
転
院
搬
送
し
て
い
ま

す
。
市
外
病
院
に
か
か
り
つ

け
の
傷
病
者
は
、
そ
の
病
院

を
指
定
し
搬
送
し
ま
す
。

救
急
医
療
は
丹
波
地
域
医

療
圏
で
業
務
を
完
結
す
る
こ

と
が
原
則
で
す
が
、
市
外
へ

搬
送
す
る
場
合
も
特
別
の
縛

り
は
あ
り
ま
せ
ん
。

水
道
料
金
の
統
一
は
慎
重
に

公
平
性
を
優
先
し

早
期
の
統
一
を
図
り
ま
す

大木滝夫議員

病
院
の
医
師
不
足
と
救
急
医
療
は

緊
急
対
策
会
議
で
即
座
に
行
動
し
ま
す

高橋信二議員

答 問

答 問答 問

答 問

答

問



る
と
考
え
る
。

自
分
が
納
め
た
市
民
税

の
使
わ
れ
方
を
自
分
で
決

め
る
仕
組
み
や
制
度
は
で

き
な
い
か
。

▼
制
度
の
実
現
に
は
市

民
意
識
の
高
ま
り
と
相
ま
っ

た
取
り
組
み
が
必
要
で
、
地

域
づ
く
り
事
業
の
中
で
検
証

を
行
い
つ
つ
総
合
的
に
検
討

し
ま
す
。

住
民
自

治
基
本
条
例

へ
の
市
の
取

り
組
み
は
、
平

成
18
年
度
に

は
実
施
計
画

や
庁
内
委
員

会
の
設
置
、
市

民
向
け
の
講

演
会
、
19
年
度

に
は
市
民
参

加
の
検
討
委

員
会
の
立
ち

上
げ
と
、
市
長

は
こ
れ
ま
で
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●一般質問●

市
内
の
N
P
O
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
団
体
な
ど
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
関
心
の
あ
る

市
民
が
い
つ
で
も
、
誰
で
も

自
由
に
使
え
る
市
民
交
流

活
動
の
拠
点
の
場
と
し
て

の
住
民
活
動
支
援
セ
ン
タ

ー
の
設
置
は
で
き
な
い
か
。

▼
現
在
、
市
施
設
の
見

直
し
を
行
っ
て
お
り
、
男
女

共
同
参
画
、
国
際
交
流
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
な
ど

を
含
め
、
適
当
な
施
設
が
あ

れ
ば
有
効
活
用
の
視
点
で
検

討
し
ま
す
。

自
分
で
納
め
た
個
人

市
民
税
の
1
％
を
N
P
O

や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
な

ど
に
支
援
す
る
市
民
活
動

支
援
制
度
、
市
民
税
の
1
％

の
枠
内
で
市
民
か
ら
事
業

を
公
募
す
る
制
度
な
ど
、
自

分
の
納
め
た
税
金
の
使
い

途
を
直
接
反
映
で
き
れ
ば
、

市
政
へ
の
関
心
や
納
税
に
対

す
る
意
識
向
上
に
つ
な
が

公
用
車
の
一
元
管
理

が
必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め

ネ
ッ
ト
や
庁
舎
内
L
A
N

を
利
用
し
て
予
約
や
運
転

日
報
の
作
成
な
ど
を
行
い
、

事
務
の
効
率
化
を
図
る
こ

と
が
大
切
で
あ
る
。
そ
れ
に

よ
り
管
理
業
務
も
集
約
化

さ
れ
、
各
部
、
課
単
位
に
利

用
さ
れ
て
い
た
公
用
車
の

相
互
利
用
が
進
み
、
稼
働
率

が
向
上
し
、
台
数
の
減
や
経

費
節
減
に
つ
な
が
る
の
で

は
と
考
え
る
。

な
お
、
次
の
点
は
ど
う
か
。

①
燃
料
費
な
ど
の
維
持
管

理
費
や
稼
働
率
は
。

②
バ
イ
オ
デ
ィ
ー
ゼ
ル
燃

料
や
低
公
害
車
の
導
入
は
。

③
安
全
運
転
講
習
や
事
故

再
発
防
止
の
研
修
は
。

④
青
色
回
転
灯
を
装
備
し

て
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
を
。

▼
①
共
用
車
と
課
な
ど
に

よ
る
配
備
車
で
管
理
し
て
お

り
ま
す
が
、
一
般
業
務
用
は

稼
働
率
が
非
常
に
高
い
で

す
。
予
約
制
は
実
使
用
時
間

と
予
約
時
間
と
の
差
が
大
き

く
稼
動
率
が
減
少
し
ま
す
。

②
排
出
ガ
ス
75
％
低
減
レ
ベ

ル
に
適
合
し
た
車
で
購
入
の

半
数
以
上
は
軽
自
動
車
で

す
。

③
市
民
の
手
本
と
な
れ
る
モ

ラ
ル
や
運
転
マ
ナ
ー
の
向
上

が
不
可
欠
で
、
安
全
運
転
講

習
会
を
毎
年
実
施
し
て
い
ま

す
。

④
防
犯
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
や

青
色
回
転
灯
の
装
備
は
、
市

内
の
防
犯
情
勢
を
か
ん
が

み
、
費
用
対
効
果
も
加
味
し

な
が
ら
今
後
、検
討
し
ま
す
。△公用車の効率的な管理を

答
弁
さ
れ
て
い
る
。
取
り
組

み
や
具
体
的
な
姿
勢
が
市

民
に
見
え
て
こ
な
い
が
進

ん
で
い
る
の
か
。

▼
地
域
づ
く
り
事
業
の
成

功
が
自
治
基
本
条
例
の
制
定

に
結
び
つ
く
と
考
え
ま
す
。

地
域
づ
く
り
事
業
が
進
む

中
で
研
究
グ
ル
ー
プ
を
整
え

て
い
き
ま
す
。

△「丹波の森公苑」グループ活動コーナー

公
用
車
の
一
元
管
理
で
効
率
化
を

費
用
対
効
果
を
加
味
し
検
討
し
ま
す

竹知正明議員

住
民
活
動
セ
ン
タ
ー
設
置
を

施
設
有
効
活
用
の
視
点
で
検
討
し
ま
す

平井孝彦議員

答 問

答 問

問 答

答

問



△地域医療対策を

丹
波
市
の
地
域
医
療

問
題
に
つ
い
て
は
、県
民
局
、

丹
波
市
、
医
師
会
、
自
治
会

な
ど
で
協
議
さ
れ
て
き
た
。

最
近
、
県
立
柏
原
病
院
や
、

日
赤
病
院
の
医
師
不
足
が

大
き
な
問
題
と
な
り
憂
慮

に
堪
え
な
い
状
況
と
な
っ
て

い
る
。

3
月
以
降
、
日
赤
問
題
に

つ
い
て
も
動
き
が
な
い
が

ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

▼
「
病
院
の
あ
り
方
検
討

協
議
会
」
で
検
討
を
進
め
て

き
ま
し
た
が
、
日
赤
の
持
つ

医
療
機
能
を
引
き
続
き
確
保

す
る
た
め
市
が
病
院
を
建
設

し
、
取
り
組
む
こ
と
と
し
て

い
ま
し
た
。
し
か
し
、
大
き

な
医
師
不
足
の
問
題
な
ど
が

生
じ
、
県
立
柏
原
病
院
や
篠

山
医
大
病
院
な
ど
圏
域
の
医

療
を
検
討
す
る
た
め
「
地
域

医
療
緊
急
対
策
会
議
」
を
設

置
し
ま
し
た
。
課
題
を
明
ら

か
に
し
行
動
に
移
し
て
い
く

こ
と
と
い
た
し
ま
す
。

市
は
地
域
づ
く
り
事

業
と
し
て
校
区
単
位
の
ま

ち
づ
く
り
を
展
開
し
よ
う

と
し
て
い
る
が
、
交
付
金
を

は
じ
め
支
援
体
制
は
十
分

考
慮
さ
れ
て
い
る
の
か
。
ま

た
、
地
域
の
区
長
な
ど
へ
の

説
明
、
対
応
は
十
分
さ
れ
て

い
る
か
。

▼
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
の

育
成
や
地
域
づ
く
り
交
付
金

制
度
を
「
参
画
と
協
働
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
」
と
し
、
地
域
づ
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く
り
に
取
り
組
む
道
筋
を
策

定
し
て
い
ま
す
。

か
つ
て
同
僚
議
員
か
ら

も
質
問
の
あ
っ
た
、
市
の
音

頭
、
小
唄
、
木
、
花
な
ど
の

策
定
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。▼

木
、
花
の
制
定
に
つ
い

て
は
、
市
民
の
声
を
反
映
す

る
べ
く
検
討
中
で
、
本
年
度

中
に
も
決
定
し
た
い
と
考
え

て
い
ま
す
。
音
頭
や
小
唄
も

市
民
の
意
向
を
大
切
に
進
め

ま
す
。

近
年
、
余
暇
時
間
の
増

加
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の

多
様
化
が
進
み
、
人
々
の
観

光
行
動
や
観
光
に
対
す
る

ニ
ー
ズ
が
大
き
く
変
わ
っ
て

き
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
変

化
に
的
確
に
対
応
し
な
が

ら
個
性
的
で
魅
力
あ
る
丹

波
市
を
つ
く
る
た
め
に
は
、

そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
自
然
、

歴
史
、
文
化
、
産
業
の
素
材

を
活
か
し
た
観
光
振
興
を

進
め
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

市
の
観
光
客
数
の
シ
ン

ボ
ル
指
標
を
達
成
す
る
た

め
に
も
、
現
在
の
市
内
の
イ

ベ
ン
ト
内
容
と
費
用
対
効

果
を
十
分
に
把
握
し
、
少
な

い
経
費
で
有
効
的
に
事
業

が
行
え
る
よ
う
に
し
、
余
裕

が
出
て
く
れ
ば
新
し
い
事

業
を
展
開
す
る
こ
と
に
よ

り
シ
ン
ボ
ル
指
標
が
達
成

で
き
る
と
考
え
る
が
ど
う

か
。

▼
丹
波
市
内
に
は
歴
史

的
、
文
化
的
な
地
域
の
伝
統

芸
能
や
ま
つ
り
な
ど
、
多
く

の
催
し
が
あ
り
ま
す
。
そ
の

中
で
、
集
落
、
地
域
の
活
性

化
や
外
部
へ
の
Ｐ
Ｒ
効
果
が

あ
る
事
業
に
つ
い
て
、
地
域

活
性
化
の
促
進

に
支
援
を
行
っ

て
い
ま
す
。
イ

ベ
ン
ト
内
容
や

効
果
な
ど
を
か

ん
が
み
、
支
援

施
策
に
つ
い
て

検
討
し
ま
す
。

観
光
客
数
目

標
達
成
の
た
め

に
は
団
塊
の
世

代
や
将
来
の
丹

波
フ
ァ
ン
に
な

る
子
ど
も
た
ち

な
ど
を
対
象
に

施
策
を
展
開
し

ま
す
。
グ
リ
ー

ン
ツ
ー
リ
ズ
ム

や
シ
ュ
ー
ベ
ル

●一般質問●

テ
ィ
ア
ー
デ
た
ん
ば
な
ど
の

ソ
フ
ト
事
業
と
も
連
携
を
活

か
し
、
取
り
組
み
を
展
開
す

る
必
要
が
あ
る
と
考
え
て
い

ま
す
。

△ふるさと丹波夏まつりでの県警の音楽隊の演奏

地
域
医
療
の
そ
の
後
の
進
捗
は

地
域
医
療
緊
急
対
策
会
議
を

設
置
し
ま
し
た

近藤良雄議員

地
域
の
素
材
を
活
か
し
た
観
光
振
興
を

ソ
フ
ト
事
業
と
の
連
携
を
活
か
し

展
開
し
ま
す

大野亮祐議員

答 問

答 問

答 問

問

答



的
に
行
政
の
窓
口
サ
ー
ビ

ス
が
可
能
で
あ
る
。
市
内
27

の
郵
便
局
と
契
約
す
る
こ

と
に
よ
り
市
の
責
務
を
果

た
し
て
は
ど
う
か
。

▼
郵
便
局
は
交
付
の
取

り
次
ぎ
の
み
で
あ
る
た
め
、

丹
波
市
全
域
へ
の
取
り
扱
い

に
つ
い
て
は
考
え
て
い
ま
せ

ん
。
地
域
づ
く
り
推
進
員
が

行
政
サ
ー
ビ
ス
を
代
理
委
任

す
る
こ
と
は
可
能
で
す
。

●一般質問●

篠
山
山
南
線
は
丹
波

市
南
部
の
大
変
重
要
な
道

路
で
あ
る
。
旧
山
南
町
は
J

R
踏
切
り
問
題
な
ど
へ
の
対

応
と
し
て
2
億
5
千
万
円

を
丹
波
市
へ
持
ち
寄
っ
て
い

る
。
つ
い
て
は
川
代
危
険
箇

所
ト
ン
ネ
ル
化
の
工
事
年

度
を
問
う
。

▼
川
代
災
害
箇
所
は
早
期

に
応
急
本
工
事
を
し
、
危
険

箇
所
は
川
代
道
路
と
し
て
、

平
成
20
年
か
ら
24
年
の
間
に

事
業
化
が
計
画
さ
れ
て
い
ま

す
。

丹
波
市
の
ど
こ
に
す
ん

で
い
て
も
市
民
は
等
し
く

行
政
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
受

け
る
権
利
が
あ
り
、
市
は
執

行
す
る
責
務
が
あ
る
。
市
内

25
校
区
の
自
治
協
議
会
に

市
職
員
を
配
置
し
て
は
、
あ

る
い
は
地
域
づ
く
り
推
進

員
が
行
政
窓
口
サ
ー
ビ
ス

を
委
任
代
行
し
て
は
ど
う

か
。
ま
た
、
郵
便
局
で
は
法

10
月
1
日
か
ら
国
の

「
認
定
こ
ど
も
園
に
関
す
る

法
律
」
が
施
行
さ
れ
、
就
学

前
の
教
育
保
育
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
新
た
な
選
択
肢

で
あ
る
「
認
定
こ
ど
も
園
」

が
ス
タ
ー
ト
す
る
。
全
市
的

に
す
ぐ
に
は
無
理
で
も
、
子

ど
も
が
少
な
い
地
域
で
は

幼
稚
園
、
保
育
園
の
一
元
化

は
求
め
ら
れ
る
。
市
の
モ
デ

ル
園
設
置
の
対
応
は
ど
う

か
。▼

幼
保
一
元
化
に
つ
い

て
は
、
市
の
将
来
を
背
負
っ

て
立
つ
子
ど
も
た
ち
の
大
事

な
幼
児
教
育
・
保
育
を
実
践

す
る
上
で
非
常
に
重
要
な
施

策
で
あ
る
と
考
え
て
い
ま

す
。現

在
、
幼
保
一
元
化
に
向

け
、「
幼
児
教
育
及
び
保
育

の
あ
り
方
検
討
委
員
会
」
で

検
討
が
さ
れ
て
い
ま
す
。
モ

デ
ル
園
構
想
は
、
今
後
「
あ

り
方
検
討
委
員
会
」
か
ら
の

具
体
的
課
題
を
精
力
的
に
ク

リ
ア
す
べ
く
検
討
を
重
ね
ま

す
。

昨
年
6
月
に
食
育
基

本
法
が
成
立
し
た
。
国
は
全

国
的
な
運
動
と
し
て
、
食
の

見
直
し
、
食
育
の
盛
り
上
が

り
運
動
を
行
お
う
と
し
て

い
る
。

市
と
し
て
、
ど
う
い
っ
た

体
制
、
姿
勢
で
食
育
推
進
に

当
た
ら
れ
る
の
か
。

▼
「
食
育
」
に
関
し
て
は
、

広
範
囲
か
つ
重
要
な
事
業
で

あ
り
ま
す
。
市
と
し
て
は
推

進
会
議
に
全
て
を
依
存
す
る

こ
と
な
く
、
市
独
自
の
計
画

策
定
と
事
業
の
実
施
が
で
き

る
よ
う
関
係
部
署
の
各
課
15

名
で
構
成
す
る
「
食
育
推
進

チ
ー
ム
」
を
設
置
し
、
対
策

を
検
討
し
て
い
ま
す
。

122006.10/たんばりんぐ

△安全・安心の地元食材で、健全な食育を（吉見保育園）

地
区
自
治
協
議
会
の

活
動
に
は
女
性
の
参
画
が

必
要
で
あ
る
。
少
子
化
対
策

の
た
め
に
も
『
男
女
共
同
参

画
条
例
』
を
制
定
す
る
必
要

が
あ
る
が
市
の
対
応
は
。

▼
地
区
自
治
協
議
会
に

は
女
性
の
参
画
が
必
要
で
あ

り
、『
男
女
共
同
参
画
行
動

計
画
』
を
策
定
し
ま
す
。

△行政サービスを実行している郵便局

県
道
篠
山
山
南
線
の
早
期
整
備
改
良
を

川
代
道
路
と
し
て
平
成
20
年
〜
24
年
に

事
業
化
の
計
画
で
す

木戸せつみ議員

幼
保
一
元
化
へ
の
モ
デ
ル
園
対
応
は

検
討
委
員
会
か
ら
の
課
題
を

精
力
的
に
ク
リ
ア
し
て

荻野拓司議員

答

答

問

答 問

答

問

答 問

問



今
後
、
加
古
川
改
修
に

つ
い
て
、
国
･
県
の
事
業
の

採
択
や
実
施
を
円
滑
に
行

う
た
め
、「
事
業
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」
を
立
ち
上
げ
取
り
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
。ま
た
、

受
益
に
関
わ
る
負
担
金
を

要
す
る
事
業
は
、
受
益
者
に

は
、
十
分
な
説
明
が
必
要
で

あ
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

▼
治
水
対
策
に
つ
い
て

は
、
調
査
結
果
な
ど
も
踏
ま

え
県
・
市
が
連
携
協
力
し
て

実
施
し
、
市
が
実
施
す
る
事

業
は
、
規
模
な
ど
を
精
査
・

整
理
す
る
中
で
、
執
行
体
制

な
ど
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
受
益
者
負
担
が
必
要
な

事
業
は
、
十
分
な
説
明
と
理

解
を
得
た
上
で
実
施
し
ま

す
。

交
通
弱
者
の
移
動
手

段
と
し
て
公
共
交
通
や
、
交

通
不
便
地
域
の
移
送
支
援

事
業
は
、
今
後
ど
う
取
り
組

む
の
か
。

お
出
か
け
サ
ポ
ー
ト
事

業
は
、
今
の
医
療
問
題
を
考

え
る
と
き
、
近
隣
市
の
医
療

機
関
へ
も
利
用
可
能
に
し

た
ら
ど
う
か
。

▼
新
た
な
公
共
交
通
の

導
入
は
、
相
当
の
赤
字
が
想

定
さ
れ
ま
す
が
、
い
ろ
い
ろ

な
波
及
効
果
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
需
要
に
対
応
し

た
効
率
的
な
公
共
交
通
体
系

の
整
備
に
向
け
た
研
究
を
進

め
て
い
き
ま
す
。

待
望
の
春
日
和
田
山

道
路
が
開
通
し
、
通
行
車
両

は
1
日
1
万
台
を
超
え
て

い
る
。
但
馬
地
方
に
比
べ
食

資
源
、
観
光
資
源
に
乏
し
い

丹
波
市
に
こ
の
車
を
引
き

込
む
に
は
、
企
業
誘
致
、
滞

在
型
市
民
農
園
、
丹
波
市
で

し
か
味
わ
え
な
い
周
年
性

の
商
品
や
観
光
ル
ー
ト
の

開
発
を
主
力
に
考
え
て
は

ど
う
か
。

▼
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く

り
の
展
開
に
は
、
策
定
中

の
「
商
工
業
・
観
光
振
興

基
本
計
画
」
で
議
論
、
検

討
を
進
め
ま
す
。
誘
致
す

る
企
業
や
既
存
企
業
の
優

遇
措
置
に
つ
い
て
は
、「
企

業
誘
致
等
奨
励
措
置
補
助

金
交
付
要
綱
」
や
企
業
意

向
調
査
の
結
果
を
今
後
の

施
策
に
反
映
し
ま
す
。
滞

在
型
市
民
農
園
に
つ
い
て

は
、
食
・
農
・
自
然
を
感

じ
て
も
ら
う
グ
リ
ー
ン
ツ

ー
リ
ズ
ム
な
ど
の
取
り
組
み

や
、
オ
ン
リ
ー
ワ
ン
の
資
源

開
拓
に
よ
り
推
進
し
ま
す
。

税
源
移
譲
に
よ
り
収

納
力
の
差
が
地
方
自
治
体

間
の
格
差
を
生
む
と
言
わ

れ
て
い
る
中
で
、
10
億
の
未

収
金
の
徴
収
に
如
何
に
取

り
組
む
の
か
。

▼
収
納
対
策
課
で
は

「
収
納
対
策
実
施
計
画
」
を

策
定
し
、
税
務
課
と
共
に
法

的
手
段
の
実
施
や
納
税
相
談

の
随
時
実
施
、
公
共
料
金
特

別
徴
収
強
化
月
間
を
定
め
て

取
り
組
ん
で
お
り
、
さ
ら
に

強
化
に
努
め
ま
す
。

納
税
証
明
書
添
付
義
務
付

け
の
拡
大
や
、
徴
収
業
務
の

専
門
員
採
用
、
専
門
業
者
委

託
に
つ
い
て
は
今
後
の
課
題

と
し
て
検
討
し
ま
す
。

△多可町八千代地区俵田の滞在型市民農園
（1993年開設の県内第1号）

●一般質問●
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△加古川と中河原川との合流点

加
古
川
改
修
で
市
の
治
水
対
策
は

精
査
・
整
理
し
緊
急
箇
所
か
ら

改
修
し
ま
す

山下栄治議員

高
速
道
路
を
ど
う
活
か
す
の
か

企
業
誘
致
と
滞
在
型
観
光
に

取
り
組
み
ま
す

足立鉄男議員

答 問

答 問

答 問

答

問
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●一般質問●

全
国
各
地
で
は
団
塊

世
代
の
移
住
を
地
域
の
再

生
や
活
性
化
に
結
び
付
け

よ
う
と
様
々
な
施
策
を
講

じ
て
い
る
。

よ
り
高
い
生
活
の
質
を

求
め
て
、
地
域
に
移
り
住
む

と
、
経
済
循
環
が
が
ら
り
と

変
わ
る
と
い
わ
れ
る
。
丹
波

市
に
は
健
康
の
4
大
要
素

と
い
わ
れ
る
澄
ん
だ
空
気
、

き
れ
い
な
水
、
新
鮮
で
安
全

な
食
べ
物
、そ
し
て
静
け
さ
、

す
べ
て
揃
っ
て
い
る
。
都
市

部
に
は
な
い
こ
れ
ら
の
点

を
積
極
的
に
ア
ピ
ー
ル
し

て
移
住
促
進
を
図
る
べ
き

で
あ
る
が
ど
う
か
。

▼
丹
波
市
な
ど
へ
の
U
・

I
タ
ー
ン
者
が
中
心
と
な
っ

て
移
住
支
援
活
動
な
ど
が
行

わ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の

動
き
を
的
確
に
捉
え
、
県
と

も
連
携
を
し
て
必
要
な
支
援

や
移
住
者
へ
の
相
談
体
制
な

ど
を
順
次
整
え
ま
す
。ま
た
、

情
報
発
信
は
市
の
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
に
定
住
ペ
ー
ジ
を
設
置

す
る
な
ど
、
様
々
な
交
流
・

滞
在
移
住
の
支
援
事
業
を
新

年
度
か
ら
実
施
で
き
る
よ
う

十
分
検
討
し
ま
す
。

総
務
大
臣
の
諮
問
機

関
「
地
方
自
治
21
世
紀
ビ
ジ

ョ
ン
懇
談
会
」
の
中
間
と
り

ま
と
め
で
、
地
方
の
自
由
度

を
拡
大
す
る
た
め
、
自
治
事

務
の
執
行
基
準
は
原
則
と

し
て
条
例
で
決
め
る
と
言

う
基
本
方
針
で
、

国
と
地
方
の
権
限

と
責
任
を
抜
本
的

に
見
直
す
べ
き
で

あ
る
と
し
て
い
る
。

ま
た
市
独
自
の

施
策
を
打
ち
出
す

際
に
大
き
な
働
き

を
す
る
の
が
法
制

部
で
あ
る
と
確
信

を
し
て
い
る
。
法

令
解
釈
の
違
い
に

よ
り
政
策
の
立
案
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
量

に
大
き
な
違
い
が
生
じ
、
自

治
体
間
格
差
が
生
じ
る
と

考
え
ら
れ
る
が
ど
う
か
。

▼
政
策
立
案
能
力
や
政

策
法
務
の
研
修
に
も
積
極
的

に
参
加
し
、
他
の
自
冶
体
の

取
り
組
み
な
ど
も
参
考
に
し

な
が
ら
さ
ら
に
研
鑽
を
進
め

ま
す
。

今
年
に
な
っ
て
市
内
の

建
設
関
係
の
企
業
倒
産
が

4
社
も
あ
り
大
変
危
惧
す

る
。
ま
た
、
平
成
18
年
度
の

入
札
執
行
状
況
を
分
析
す

る
と
、
市
内
業
者
の
受
注
額

が
少
な
く
大
変
厳
し
い
状

況
下
に
あ
る
。
今
年
度
9
月

以
降
に
計
画
さ
れ
て
い
る

公
共
工
事
な
ど
を
早
急
に

前
倒
し
を
し
、
そ
の
後
は
今

回
の
留
保
財
源
や
特
例
債

を
駆
使
し
、
各
旧
町
の
引
継

ぎ
懸
案
事
項
を
精
査
し
、
幹

線
道
路
や
各
自
治
区
か
ら

要
望
の
出
て
い
る
生
活
道

路
や
排
水
路
な
ど
の
整
備

を
推
進
し
て
行
く
こ
と
が

市
の
景
気
対
策
に
繋
が
る

と
考
え
る
が
ど
う
か
。

▼
現
在
は
、
17
年
度
の
繰

越
工
事
の
早
期
完
成
と
18
年

度
予
定
工
事
の
計
画
的
な
執

行
に
努
め
て
い
ま
す
。な
お
、

入
札
執
行
に
つ
い
て
も
市
内

業
者
活
性
化
の
観
点
か
ら
受

注
機
会
の
確
保
に
取
り
組
ん

で
い
ま
す
。
景
気
対
策
の
公

共
工
事
対
応
に
つ
い
て
は
、

本
年
度
の
事
業
計
画
と
の
調

整
を
必
要
と
す
る
の
で
、
次

年
度
で
検
討
し
ま
す
。今
後
、

経
済
専
門
家
も
い
れ
「
丹
波

市
経
済
活
性
化
研
究
会
（
仮

称
）」
を
設
置
し
、
景
気
対

策
も
含
め
研
究
し
て
い
き
ま

す
。

丹
波
市
を
表
す
市
花
、

市
木
な
ど
の
選
定
は
ど
う

な
っ
て
い
る
か
。

▼
10
月
か
ら
選
定
委
員
会

を
立
ち
上
げ
、
市
民
の
声
を

聞
き
今
年
度
中
に
決
定
し
ま

す
。

若
者
の
定
住
対
策
は
、

ヤ
ン
グ
フ
ァ
ミ
リ
ー
住
宅

取
得
支
援
事
業
と
し
て
補

助
金
を
支
給
し
た
り
、
特
典

を
つ
け
る
施
策
を
導
入
し

て
は
ど
う
か
。

▼
効
果
が
高
い
と
想
定

さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
新
年
度

予
算
に
向
け
、
補
助
の
内
容

や
対
象
者
な
ど
に
つ
い
て
研

究
し
て
い
き
ま
す
。

△すばらしい丹波の自然を（かかし祭り）

△工事が完了した春日和田山道路

市
へ
の
移
住
促
進
対
策
を

様
々
な
支
援
事
業
を
検
討
し
ま
す

足立正典議員

事
業
の
前
倒
し
と
景
気
対
策
を

「
丹
波
市
経
済
活
性
化
研
究
会
（
仮
称
）」
を

設
置
し
研
究
し
ま
す

太田喜一郎議員

答 問

答

答

問

問

答 問

答

問
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●一般質問●

道
路
や
河
川
な
ど
、

ゴ
ミ
が
散
乱
し
や
す
い
場

所
の
清
掃
、
ま
た
、
道
路

の
簡
単
な
補
修
や
、
集
落

内
の
排
水
路
の
整
備
な
ど

に
、
必
要
な
資
機
材
は
行

政
が
負
担
す
る
が
、
工
事

作
業
な
ど
は
、
地
域
の
住

民
が
行
う
「
ア
ド
プ
ト
プ

ロ
グ
ラ
ム
」
制
度
を
実
施

す
れ
ば
、
行
政
コ
ス
ト
の

削
減
、
事
業
の
素
早
い
展

開
な
ど
メ
リ
ッ
ト
は
大
き

い
と
思
う
が
ど
う
か
。

▼
集
落
を
結
ぶ
主
要
道

路
の
除
草
な
ど
に
つ
い
て

は
、
助
成
金
な
ど
の
検
討

を
し
て
い
き
ま
す
。

市
道
の
補
修
に
つ
い
て

は
、
よ
り
安
全
な
施
設
整

備
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

安
易
に
資
機
材
の
提
供
を

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
と

考
え
ま
す
。

内
部
障
害
者
（
内
臓

疾
患
患
者
）
の
数
は
、
丹

波
市
で
6
3
2
人
で
あ
る
。

外
見
上
、
そ
の
病
状
は

判
り
に
く
く
、
心
臓
に
ペ

ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
入
れ
て

お
ら
れ
る
方
は
、
自
分
の

傍
で
携
帯
電
話
を
使
わ
れ

る
こ
と
に
不
安
を
持
っ
て

お
ら
れ
る
。

ハ
ー
ト
・
プ
ラ
ス
マ
ー

ク
の
普
及
な
ど
、
内
部
障

害
者
に
対
し
て
何
ら
か
の

対
応
を
考
え
て
い
る
の
か
。

▼
関
係
者
の
理
解
を
得

る
中
で
、
広
報
誌
や
窓
口
で

の
ハ
ー
ト
・
プ
ラ
ス
マ
ー
ク

の
掲
示
な
ど
、
マ
ー
ク
の
普

及
に
努
め
ま
す
。

合
併
後
初
め
て
の
丹

波
市
展
が
開
催
さ
れ
る
が
、

日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
の
3

部
門
だ
け
と
な
っ
て
い
る
の

は
お
か
し
い
。

幅
広
い
分
野
で
文
化
芸

術
活
動
に
取
り
組
ん
で
い

る
市
民
か
ら
、
厳
し
い
批
判

が
出
て
い
る
。
来
年
度
か
ら

は
、各
方
面
の
意
見
を
聞
き
、

部
門
を
大
き
く
広
げ
、
市
民

総
参
加
と
す
べ
き
で
あ
る
。

▼
第
一
回
の
丹
波
市
展

は
日
本
画
、
洋
画
、
彫
刻
の

3
部
門
で
実
施
い
た
し
ま
す

が
、
来
年
度
か
ら
は
各
方
面

の
意
見
を
十
分
参
考
に
し
、

実
行
委
員
会
で
検
討
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

6
歳
以
下
の
乳
幼
児

に
つ
い
て
、
入
院
時
の
医
療

費
は
市
が
負
担
し
無
料
と

な
っ
て
い
る
が
、
こ
の
制
度

を
外
来
に
つ
い
て
も
対
象
と

し
て
、
無
料
に
す
べ
き
で
あ

る
。

▼
市
の
財
政
状
況
も
考

慮
し
な
が
ら
、
今
後
検
討
し

て
い
き
ま
す
。

電
波
の
デ
ジ
タ
ル
化

は
、
防
災
行
政
無
線
と
消
防

無
線
、
テ
レ
ビ
の
地
上
デ
ジ

タ
ル
化
、
さ
ら
に
将
来
必
要

と
な
る
市
内
テ
レ
ビ
放
送

な
ど
の
問
題
が
あ
り
、
個
々

の
対
応
で
な
く
経
費
節
減

の
た
め
に
も
総
合
的
に
検

討
す
べ
き
で
な
い
か
。

▼
専
門
家
も
加
え
た
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
で
至
急

検
討
し
た
い
と
考
え
ま
す
。

来
年
度
の
予
算
編
成

の
市
長
方
針
は
、
い
く
ら
財

政
が
厳
し
い
と
い
っ
て
も
、

今
年
度
の
よ
う
な
、
各
部
各

課
一
律
35
％
カ
ッ
ト
で
は
、

市
民
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
低

下
と
な
る
ば
か
り
で
大
問

題
だ
。
市
長
は
メ
リ
ハ
リ
を

つ
け
た
予
算
編
成
を
行
う

べ
き
だ
。

▼
活
力
あ
る
丹
波
市
を

め
ざ
し
て
、
行
政
改
革
大
綱

の
実
施
や
少
子
高
齢
化
対
策

に
重
点
を
お
い
た
予
算
編
成

を
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

△ハート・プラスマーク

△第16回青垣2001年日本画展大賞作品
（青垣公民館に展示）

地
域
整
備
に
ア
ド
プ
ト
制
度
を

除
草
な
ど
に
助
成
金
を
検
討
し
ま
す

小山欣弥議員

丹
波
市
展
は
市
民
総
参
加
で

各
方
面
の
意
見
を
聞
き
、

実
行
委
員
会
で
検
討
し
ま
す

前川豊市議員
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問
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問

問



今
年
か
ら
実
施
さ
れ

た
、
老
年
者
控
除
の
廃
止
、

公
的
年
金
控
除
の
縮
小
、
非

課
税
措
置
の
廃
止
、
定
率
減

税
の
半
減
な
ど
に
よ
り
、
高

齢
者
の
負
担
増
は
多
い
人

で
10
倍
近
く
に
も
な
る
。
年

金
生
活
世
帯
に
市
独
自
の

減
免
措
置
や
介
護
保
険
料

の
軽
減
ま
た
各
種
施
策
の

所
得
制
限
の
激
変
緩
和
措

置
な
ど
実
施
す
る
こ
と
に

つ
い
て
ど
う
か
。

▼
新
た
な
市
税
減
免
措

置
は
考
え
て
い
ま
せ
ん
。
介

護
保
険
料
の
独
自
減
免
に
つ

い
て
は
現
行
の
市
条
例
に
基

づ
く
減
免
や
各
種
施
策
の
激

変
緩
和
措
置
を
行
っ
て
い
ま

す
。
し
か
し
、
高
齢
者
の
負

担
増
と
い
う
状
況
を
認
識

し
、
今
後
各
施
策
の
実
施
の

中
で
配
慮
し
て
い
き
ま
す
。

就
学
援
助
制
度
に
お

け
る
準
要
保
護
世
帯
は
、
要

保
護
に
準
ず
る
程
度
に
困

窮
し
て
い
る
と
認
め
ら
れ

る
場
合
は
認
定
す
る
と
し

て
、
い
く
つ
か
の
「
要
件
」

を
示
し
て
い
る
。
し
か
し
、

対
象
が
わ
か
り
に
く
か
っ
た

り
、
申
請
を
躊
躇
す
る
場
合

が
あ
る
。
就
学
援
助
を
受
け

や
す
い
制
度
に
す
る
た
め
、

金
額
に
よ
る
「
所
得
基
準
」

に
改
め
る
考
え
は
な
い
か
。

ま
た
、
全
保
護
者
に
配
布
す

る「
就
学
援
助
の
お
知
ら
せ
」

の
「
経
済
的
困
難
」
な
ど
の

表
現
を
改
善
す
る
こ
と
や

「
民
生
委
員
の
助
言
を
求
め

る
」
こ
と
を
廃
止
す
る
こ
と

に
つ
い
て
ど
う
か
。

▼
準
要
保
護
基
準
は
前

年
度
所
得
を
基
に
、
生
活
保

護
基
準
の
1
・
3
倍
を
基
準

に
し
て
い
ま
す
。現
状
で
は
、

準
要
保
護
世
帯
の
所
得
基
準

を
金
額
表
示
す
る
こ
と
は
困

難
で
す
。

ま
た
「
お
知
ら
せ
」
の
文

章
表
現
の
改
善
と
民
生
委
員

さ
ん
の
助
言
は
、
施
行
令
改

正
も
あ
り
、
廃
止
の
方
向
で

検
討
し
ま
す
。

162006.10/たんばりんぐ

定
住
化
促
進
、
少
子
化

対
策
に
、
複
線
化
は
大
変
重

要
で
あ
る
。
現
在
の
線
路
の

左
右
5
メ
ー
ト
ル
は
、
新
し

く
建
築
・
造
成
な
ど
す
る
場

合
に
、
市
と
し
て
制
限
す
る

こ
と
や
難
工
事
の
地
域
を

除
く
部
分
複
線
化
や
市
内

7
駅
の
バ
リ
ア
ー
フ
リ
ー

化
な
ど
利
用
増
進
対
策
を

す
べ
き
だ
。

▼
建
築
構
造
物
の
制
限

は
、
ル
ー
ト
な
ど
合
意
形
成

が
で
き
て
い
な
い
現
状
で

は
、
開
発
行
為
へ
の
規
制
は

性
急
と
考
え
ま
す
。
全
線
を

複
線
に
す
る
と
柏
原
ま
で
の

工
事
費
が
8
0
0
億
円
か
か

る
と
言
わ
れ
て
お
り
、
福
知

山
ま
で
は
1
2
0
0
億
円
を

超
す
工
事
費
が
必
要
で
す
。

今
後
、部
分
複
線
に
つ
い
て
、

県
と
も
協
議
し
て
い
き
ま

す
。

合
併
後
速
や
か
に
、
庁

舎
建
設
委
員
会
を
設
け
る

と
な
っ
て
い
た
が
、
設
置
の

な
い
ま
ま
に
旧
氷
上
町
の

候
補
地
の
ひ
と
つ
で
あ
る
氷

上
工
業
団
地
が
、
兵
庫
県
産

業
集
積
促
進
地
域
に
指
定

さ
れ
、
進
出
を
検
討
し
て
い

る
企
業
が
あ
る
よ
う
に
聞

く
。市

の
活
性
化
と
し
て
は

喜
ば
し
い
こ
と
だ
が
、
将
来

の
庁
舎
建
設
候
補
地
は
、
旧

氷
上
町
が
提
案
し
た
場
所

は
石
生
駅
周
辺
の
み
と
考

え
れ
ば
い
い
の
か
。
そ
れ
と

も
旧
6
町
そ
れ
ぞ
れ
が
提

案
し
た
候
補
地
は
、
な
か
っ

た
こ
と
に
な
る
の
か
。

▼
4
地
域
に
分
散
し
た
本

庁
機
能
の
集
約
は
、
事
務
の

効
率
化
や
経
費
の
削
減
を
進

め
る
中
で
、
必
要
と
考
え
て

い
ま
す
。
支
所
配
置
の
あ
り

方
、
財
政
計
画
を
含
め
た
研

究
の
中
で
、
委
員
会
の
設
置

に
つ
い
て
検
討
を
行
っ
て
い

き
ま
す
。

△複線化対策を

福
知
山
線
の
複
線
化
対
策
は

県
と
も
部
分
複
線
に
つ
い
て

協
議
し
て
い
き
ま
す

奥村正行議員

高
齢
者
の
負
担
増
中
止
と
軽
減
を

新
た
な
軽
減
措
置
は
考
え
て
い
な
い
が

配
慮
し
て
い
く

西本嘉宏議員

答 問

答

答

問問

答

問
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△高齢者の負担軽減を-
囲碁ボールを楽しむお年寄り
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有
害
鳥
獣
の
被
害
は
、

全
国
で
2
0
0
億
円
を
超

え
、
丹
波
市
で
も
鹿
や
カ
ラ

ス
、
ア
ラ
イ
グ
マ
な
ど
の
被

害
が
増
え
、
生
産
者
の
営
農

意
欲
を
減
退
さ
せ
る
状
況

が
続
い
て
い
る
。
農
業
や
農

家
に
と
っ
て
は
死
活
問
題
で

あ
り
、
抜
本
的
な
防
止
対
策

が
必
要
で
は
な
い
か
。

ま
た
、
鳥
獣
保
護
と
の
関

連
、
山
林
整
備
の
あ
り
方
や

耕
作
放
棄
地
の
解
消
は
ど

の
よ
う
に
考
え
て
い
る
の

か
。▼

早
急
に
抜
本
的
な
対
策

が
必
要
と
捉
え
て
い
ま
す
。

特
に
ア
ラ
イ
グ
マ
の
捕
獲
に

つ
い
て
は
、
防
除
実
施
計
画

を
策
定
中
で
あ
り
、
重
点
的

に
実
施
し
ま
す
。
防
止
柵
設

置
へ
の
助
成
、「
県
民
緑
税
」

活
用
に
よ
る
広
葉
樹
林
混
交

林
や
緩
衝
地
帯
整
備
な
ど
の

ほ
か
、
耕
作
放
棄
地
解
消
と

被
害
防
止
を
相
乗
的
に
進
め

ま
す
。指

定
管
理
者
制
度
は

経
費
節
減
よ
り
も
本
来
市

民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
観
点

か
ら
導
入
す
る
も
の
で
あ

る
。収

益
の
期
待
で
き
な
い

施
設
で
、
民
間
の
負
担
に
つ

な
が
る
よ
う
な
場
合
は
サ

ー
ビ
ス
低
下
も
懸
念
さ
れ

る
。
管
理
運
営
や
修
繕
な
ど

の
費
用
分
担
は

明
確
に
し
て
、

地
域
の
理
解
の

上
で
、
調
整
や

公
募
を
進
め
て

も
ら
い
た
い
。

▼
制
度
運
用

の
基
本
指
針
を

定
め
、
行
政
目

的
の
達
成
、
サ

ー
ビ
ス
向
上
、

運
営
の
効
率

化
、
地
域
の
活

性
化
な
ど
の
観

点
か
ら
制
度
導

入
の
可
否
を
検
討
し
て
い
ま

す
。住

民
主
体
行
政
支
援
型
の

地
域
づ
く
り
を
め
ざ
し
、
拠

点
と
な
る
施
設
は
将
来
地
元

に
譲
与
し
て
、
日
常
の
維
持

管
理
や
修
繕
費
の
一
定
割
合

は
支
援
す
る
予
定
で
す
。

ま
し
た
。

○
丹
波
市
総
合
計
画
は
、
市

の
現
状
と
課
題
を
明
ら
か
に

す
る
こ
と
に
よ
り
、
新
市
建

設
計
画
に
定
め
ま
し
た
丹
波

市
の
将
来
像
へ
の
道
筋
を
明

確
に
し
た
も
の
で
す
。
こ
の

計
画
に
基
づ
き
、
人
と
自
然

の
交
流
文
化
都
市
、
丹
波
市

都
市
圏
の
形
成
を
め
ざ
し
て

い
き
ま
す
。

○
市
内
各
施
設
の
整
備
に
つ

い
て
は
、
青
垣
住
民
セ
ン
タ

ー
改
築
工
事
、
柏
原
支
所
改

修
工
事
、
進
修
小
学
校
屋
内

運
動
場
改
築
工
事
の
3
件
の

工
事
請
負
契
約
の
審
査
を
行

い
、
市
内
の
学
校
施
設
の
現

地
調
査
も
し
ま
し
た
。

○
請
願
に
つ
い
て
は
、
8
件

の
う
ち
、
6
件
を
採
択
し
1

件
を
継
続
審
査
と
し
て
い
ま

す
。採
択
し
た
請
願
の
う
ち
、

4
件
に
つ
い
て
は
、
国
の
行

政
庁
へ
意
見
書
を
提
出
し
ま

し
た
。

採
択
し
た
請
願

・
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制

度
堅
持
に
関
す
る
件
（
意

見
書
提
出
）

・
30
人
学
級
実
現
に
関
す
る

○
条
例
の
審
査
で
は
、
丹
波

市
の
公
の
施
設
の
指
定
管
理

の
手
続
き
な
ど
を
定
め
た

「
丹
波
市
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
手
続
き
等
に

関
す
る
条
例
」
を
は
じ
め
、

公
民
館
・
体
育
施
設
な
ど
の

教
育
関
係
施
設
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
セ
ン
タ
ー
の
設
置
・
管

理
条
例
な
ど
の
審
査
を
行
い

件
（
意
見
書
提
出
）

・
大
芝
生
グ
ラ
ウ
ン
ド
実
現

に
向
け
て
の
請
願

・
福
知
山
線
複
線
化
推
進
会

議
（
仮
称
）
の
設
置
並
び

に
今
後
の
推
進
に
関
す

る
請
願
（
一
部
採
択
）

・
次
期
定
数
改
善
計
画
の
実

施
と
義
務
教
育
費
国
庫

負
担
制
度
の
堅
持
に
関

す
る
件
（
意
見
書
提
出
）

・
「
公
共
工
事
に
お
け
る
賃

金
等
確
保
法
」（
仮
称
）
の

制
定
な
ど
公
共
工
事
に

お
け
る
建
設
労
働
者
の

適
切
な
労
働
条
件
の
確

保
に
関
す
る
意
見
書
提

出
を
求
め
る
件
（
意
見
書

提
出
）

（
継
続
審
査
）

・
教
育
基
本
法
「
改
正
」
案

の
拙
速
な
審
議
で
な
く
、

十
分
な
国
民
的
議
論
を

求
め
る
請
願

△鳥獣被害の防止には山林整備も必要

△丹波市総合計画

有
害
鳥
獣
の
被
害
防
止
を

ア
ラ
イ
グ
マ
捕
獲
や

森
林
整
備
を
進
め
ま
す

田村庄一議員

答 問

答 問

所管は、企画、
総務、財務、教育に
関する分野です。

総務常任
委員会

●一般質問●

3常任委員会報告�3常任委員会報告�3常任委員会報告�
3常任委員会は、第1回定例会において設置し、それ

ぞれ10名の委員を選任しました。任期は2年間で、新生
丹波市の礎づくりのために、条例、請願、計画、工事請
負契約など多くの付託議案を審議してきました。これ
までの主な審議や活動内容を、お知らせします。
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○
市
島
地
域
の
自
治
振
興

会
、
保
育
所
保
護
者
会
な
ど

か
ら
、
保
育
料
の
激
変
緩
和

を
求
め
る
「
就
学
前
幼
児
保

育
の
補
助
に
関
す
る
請
願

書
」
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

審
査
の
結
果
、
幼
保
一
元

化
な
ど
、
幼
稚
園
と
保
育
所

の
あ
り
方
や
通
園
体
制
が
整

っ
て
い
な
い
現
状
で
は
、
保

育
料
の
み
を
統
一
す
る
こ
と

は
、
保
護
者
の
理
解
が
得
ら

れ
な
い
と
し
て
採
択
し
ま
し

た
。こ

れ
を
受
け
、
市
は
18
年

度
に
限
り
、

地
域
特
化
と

し
て
保
育
料

の
軽
減
措
置

を
講
ず
る
と

と
も
に
、
幼

保
一
元
化
な

ど
、
幼
稚
園

と
保
育
所
の

あ
り
方
に
つ

い
て
検
討
に

入
り
ま
し
た
。

○
18
年
4
月

に
施
行
さ
れ

た
「
障
害
者

自
立
支
援
法
」

は
、
施
設
サ
ー
ビ
ス
料
の
1

割
負
担
や
食
料
費
・
居
住
費

の
実
費
負
担
な
ど
、
利
用
者

負
担
が
増
大
し
て
い
る
の
が

実
態
で
す
。
こ
の
た
め
国
に

対
し
て
、
利
用
者
負
担
の
軽

減
措
置
の
大
幅
な
拡
充
、
施

設
利
用
の
食
料
費
・
居
住
費

の
実
費
負
担
の
見
直
し
、
施

設
・
事
業
所
に
対
す
る
報
酬

の
抜
本
的
改
善
な
ど
を
求
め

る
「
障
害
者
自
立
支
援
法
の

改
正
を
求
め
る
意
見
書
」
を

提
出
し
ま
し
た
。

△知的障害者授産施設

○
丹
波
市
農
業
・
農
村
振
興

計
画
は
、
市
内
の
農
業
の
現

状
か
ら
目
指
す
べ
き
姿
を
示

し
た
も
の
で
す
。
認
定
農
業

者
や
集
落
営
農
組
織
な
ど
担

い
手
の
明
確
化
、
安
全
・
安

心
を
前
提
と
し
た
「
丹
波
市

ブ
ラ
ン
ド
」
の
確
立
、
農
業

の
6
次
産
業
化
、
農
作
物
の

獣
害
被
害
対
策
に
よ
る
農
地

の
荒
廃
防
止
、
体
験
農
園
な

ど
に
よ
る
交
流
・
体
験
活
動

に
よ
り
農
地
の
有
効
活
用
と

農
村
の
活
性
化
を
図
る
と
し

て
い
ま
す
。

○
指
定
管
理
者
制
度
で
は
、

公
の
施
設
の
管
理
・
運
営
を

民
間
の
指
定
管
理
者
に
委

ね
、
民
間
活
力
導
入
で
施
設

の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
す
る

も
の
で
す
。
指
定
管
理
と
な

っ
た
主
な
施
設
は
次
の
と
お

り
で
す
。

あ
お
が
き
農
産
物
等
加
工

直
販
施
設
・
道
の
駅
丹
波
お

ば
あ
ち
ゃ
ん
の
里
・
交
流
会

館
か
ど
の
の
郷
。

ま
た
、
今
後
の
運
営
に
あ

た
っ
て
は
、
指
定
管
理
者
と

十
分
に
協
議
を
行
う
と
と
も

に
、
指
定
後
に
お
い
て
も
連

携
を
図
る
よ
う
意
見
を
つ
け

ま
し
た
。

な
お
、
市
島
有
機
セ
ン
タ

ー
条
例
に
つ
い
て
は
、
9
月

定
例
会
に
お
い
て
審
査
の
結

果
、
否
決
と
な
り
ま
し
た
。

○
水
道
施
設
整
備
計
画
（
水

道
ビ
ジ
ョ
ン
）
は
、
施
設
や

料
金
面
で
格
差
が
あ
る
た

め
、
統
廃
合
整
備
に
よ
り
、

安
定
的
な
水
供
給
を
め
ざ
す

も
の
で
す
。

現
在
、
32
の
浄
水
場
系
統

を
平
成
27
年
度
に
は
10
系
統

に
統
廃
合
し
、
料
金
は
、
平

成
23
年
度
統
一
に
向
け
て
段

階
的
に
調
整
を
図
っ
て
い
く

方
向
で
す
。

こ
れ
ら
の
整
備
に
は
多
額

の
経
費
を
要
し
、
概
算
で
1

7
5
億
円
の
経
費
が
見
込
ま

れ
ま
す
。

△民間活力で施設の活性化を

所管は、福祉、
健康、防災、環境に
関する分野です

民生常任
委員会

○
市
内
福
祉
施
設
の
実
態
調

査
を
実
施
し
ま
し
た
。

○
民
生
委
員
児
童
委
員
連
合

会
役
員
と
の
懇
談
を
行
い
、

民
生
委
員
活
動
の
現
状
と
、

福
祉
施
策
の
問
題
点
に
つ
い

て
意
見
交
換
を
行
い
ま
し

た
。

○
災
害
な
ど
に
よ
る
遺
児
に

対
す
る
手
当
の
創
設
を
市
に

提
言
し
ま
し
た
。

○
由
良
川
漁
業
組
合
か
ら
、

工
事
の
中
止
を
求
め
る
「
自

動
車
解
体
工
事
建
設
に
関
す

る
請
願
書
」
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

審
査
の
結
果
、
関
係
法
令

な
ど
に
基
づ
く
許
認
可
手
続

き
が
既
に
完
了
し
て
い
る
な

ど
か
ら
、
不
採
択
と
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
住
民
の
願
意

を
重
く
受
け
止
め
、
県
知
事

に
、
説
明
責
任
と
業
者
に
対

す
る
指
導
強
化
を
求
め
る
意

見
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

所管は、産業、
建設、水道に関する

分野です

産業建設
常任委員会



19 たんばりんぐ/2006.10

●
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効

果
を
挙
げ
る
と
い
っ
た
少
数

精
鋭
主
義
で
臨
む
べ
き
。

●
議
員
定
数
の
削
減
は
、
危

機
的
市
財
政
に
も
寄
与
す
る

も
の
で
、
議
員
さ
ん
も
市
行

政
の
効
率
化
、
能
率
化
に
沿

っ
た
改
革
を
断
行
す
べ
き
時

で
も
あ
り
ま
す
。

●
議
員
数
は
多
け
れ
ば
い
い

も
の
で
な
く
、
少
数
精
鋭
で

も
民
意
の
反
映
は
、
議
員
自

身
の
日
頃
の
努
力
に
よ
り
可

能
で
あ
る
。

●
少
子
高
齢
化
が
進
み
市
民

の
負
担
も
多
く
な
っ
て
い
き

財
政
状
況
も
悪
化
す
る
な
か

30
名
の
議
員
は
多
す
ぎ
る
。

●
議
員
定
数
に
つ
い
て
、
そ

れ
ぞ
れ
の
地
区
で
意
見
を
出

し
合
え
る
場
所
を
設
け
て
、

若
年
層
、
高
齢
者
、
男
女
、

色
々
な
人
の
意
見
を
聞
き
な

が
ら
進
め
て
い
く
べ
き
事
柄

と
思
い
ま
す
。

●
市
民
の
負
担
を
少
な
く
住

み
良
い
地
域
づ
く
り
に
は
、

ま
ず
何
よ
り
も
市
議
会
が
見

本
を
示
し
削
減
す
る
中
で
行

政
改
革
を
進
め
る
こ
と
が
今

一
番
要
求
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
議
員
定
数
の
算
出
に
当
た

っ
て
は
地
域
面
積
は
考
慮
す

る
必
要
は
な
い
と
思
う
。
あ

く
ま
で
人
口
に
対
し
て
何
人

の
議
員
数
が
妥
当
か
を
考
え

れ
ば
よ
い
。

●
市
の
財
政
状
況
が
き
わ
め

て
厳
し
く
、
今
後
も
そ
れ
が

続
く
に
当
た
り
、
市
議
会
と

し
て
の
英
断
を
求
め
ま
す
。

そ
の
こ
と
が
、
経
費
削
減
へ

の
波
及
効
果
を
生
ん
で
い
く

と
考
え
ま
す
。（
同
時
に
、

市
の
特
別
職
の
減
員
も
早
急

に
検
討
さ
れ
る
べ
き
だ
と
考

え
ま
す
）

●
議
員
定
数
削
減
が
行
財
政

改
革
の
一
環
と
考
え
て
の
検

討
で
す
か
ら
、
も
う
一
歩
踏

み
込
ん
で
、
私
の
希
望
は
22

人
以
下
で
す
。「
そ
れ
で
は

十
分
に
市
民
の
声
が
反
映
で

き
な
い
」
と
思
わ
れ
る
議
員

が
お
ら
れ
る
か
も
知
れ
ま
せ

ん
が
、
少
数
精
鋭
で
市
民
の

た
め
に
働
い
て
ほ
し
い
で

す
。
少
な
く
な
れ
ば
な
る
ほ

ど
人
間
は
知
恵
を
絞
り
ま

す
。

●
私
た
ち
の
住
ん
で
い
る
丹

波
市
に
お
い
て
こ
そ
、
行

政
・
議
会
・
市
民
が
と
も
に

痛
み
を
分
か
ち
合
う
本
来
の

地
方
自
治
体
に
な
る
よ
う
に

取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

●
住
民
に
負
担
を
押
し
付
け

る
行
政
改
革
も
議
員
定
数
の

削
減
も
行
わ
ず
、
不
十
分
で

あ
っ
て
も
現
定
数
の
な
か
で

民
意
を
十
分
反
映
し
た
行
政

を
お
願
い
し
ま
す
。

●
市
財
政
に
占
め
る
議
会
費

の
割
合
が
高
く
、
全
体
の
見

直
し
の
な
か
で
ど
う
し
て
も

削
減
が
避
け
ら
れ
な
い
の
な

ら
、
議
会
に
も
痛
み
を
と
す

る
の
な
ら
、
将
来
の
リ
ス
ク

を
背
負
う
定
数
削
減
で
な

く
、
議
員
活
動
費
、
歳
費
を

削
っ
て
で
も
現
行
定
数
は
維

持
す
べ
き
。

●
市
民
の
様
々
な
願
い
を
議

会
に
反
映
さ
せ
る
の
が
議
員

さ
ん
の
大
切
な
仕
事
の
ひ
と

つ
だ
と
思
い
ま
す
。
普
通
に

議
員
活
動
を
し
よ
う
と
思
え

ば
、
減
ら
す
な
ん
て
い
う
意

見
は
出
て
こ
な
い
と
思
い
ま

す
。

●
合
併
前
の
6
町
の
94
人
の

議
員
が
丹
波
市
発
足
と
同
時

に
議
員
定
数
を
30
人
と
し
て

そ
の
時
点
で
64
人
も
の
定
数

を
減
ら
し
て
い
る
の
に
更
に

定
数
削
減
す
る
こ
と
は
ま
す

ま
す
市
民
の
声
が
届
き
に
く

く
な
る
だ
け
で
あ
る
。

●
市
の
財
政
難
を
理
由
に
定

数
削
減
が
叫
ば
れ
て
い
る

が
、
財
政
難
の
し
わ
寄
せ
を

地
方
自
治
と
住
民
自
治
の
根

幹
で
あ
る
議
会
の
議
員
定
数

削
減
に
求
め
る
の
は
、
住
民

無
視
・
地
方
自
治
の
破
壊
で

あ
る
。

●
議
会
が
本
当
の
地
方
自
治

の
本
旨
を
踏
ま
え
、
市
民
の

願
い
を
く
み
と
り
反
映
さ

せ
、
よ
く
勉
強
し
立
案
能
力

と
資
質
を
高
め
、
執
行
機
関

の
施
策
の
実
行
を
監
視
、
批

判
す
る
機
能
を
十
分
に
果
た

す
こ
と
が
今
日
強
く
求
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
定
数
削
減
に

よ
っ
て
議
会
の
役
割
が
果
た

し
て
い
け
る
と
い
う
保
障
は

何
ひ
と
つ
あ
り
ま
せ
ん
。

地　域�
�
柏　原�
山　南�
氷　上�
青　垣�
春　日�
市　島�
匿　名�
　計�

投稿者数
�

�
9�
3�
15�
1�
5�
2�
2�
37�

　　　区　　　分�
男�
7�
3�
9�
1�
5�
2�
�
27�

�
女�
2�
�
4�
�
�
�
�
6�

�
不明�
�
�
2�
�
�
�
2�
4�

丹
波
市
議
会
で
は
、「
議
会
議
員
定
数
に
係
る
調
査
特
別
委
員
会
」

を
設
置
し
て
き
ま
し
た
。そ
の
調
査
の
一
環
と
し
て
市
民
か
ら
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
に
よ
る
意
見
を
募
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。

37
名
の
方
よ
り
投
稿
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、そ
の
う
ち
定
数

削
減
を
求
め
る
意
見
は
21
名
、定
数
削
減
に
反
対
の
意
見
は
16
名

で
し
た
。意
見
の
集
約
は
次
の
と
お
り
で
す
。

定
数
削
減
を
求
め
る
意
見

定
数
削
減
に
反
対
の
意
見

議
員
定
数
へ
の�

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト�

寄
せ
ら
れ
た
意
見
の
抜
粋

投稿者数の地区別内訳　　　（人）
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丹
波
市
は
多
く
の
課
題
を
山
積
し
て
の
船

出
で
し
た
。
初
議
会（
平
成
16
年
12
月
16
日
）

か
ら
2
年
が
経
過
し
、
議
会
だ
よ
り
「
た
ん
ば

り
ん
ぐ
」
も
第
8
号
の
発
行
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
に
市
政
と
議
会
に
対
す
る
理
解
を

深
め
て
い
た
だ
く
た
め
、
議
会
で
真
剣
に
審

議
し
た
内
容
を
早
く
正
確
に
お
伝
え
し
て
き

ま
し
た
。

市
民
の
投
稿
に
多
く
の
皆
さ
ん
の
声
を
寄

せ
て
い
た
だ
き
厚
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。

編
集
後
記�

どんぐり千年の森をつくる会

株主　古本　富士男

山を再生します

古紙配合率100％再生紙を使用しています� Trademark of American Soybean Association

丹波市内のブルーベリー栽培者の呼び
かけで、本年2月「丹波ブルーベリー

研究会」を結成しました。
日本に導入されて50年ぐらいですが、最

近急速に人気が広まり、生でも、ジャムで
もジュースでも大変おいしいです。ケーキ
やヨーグルトのトッピングにも適します。
その上、視力向上に効く栄養が含まれると
聞きます。
氷上町商工会で新しい特産品開発事業に

と採用され、近々ワイン、ジャム、酢など
の試作品ができる予定です。
私は3年前から栽培していますが、延命

草などの栽培に自信を持つ「中佐治薬草研
究会」の11名の皆さんも取り組みを始めら
れました。
地域内でも高齢化が進み、遊休農地が目

立つようになってきました。その対策の一
つとして市農林振興課の協力を得て、今秋
には300本ほど植えることとしています。
オーナー制による観光摘み取りや加工体

験もできるよう取
り組みを進めてい
ます。「ブルーベ
リーの里丹波」と
して産地化をめざ
し、生産販売だけ
でなく、地域活性
化と交流の場とな
るよう頑張ってい
きます。

もともと西日本は、シイ、カシ、タブ
などの照葉樹という冬も葉を落とさ

ない常緑の森であったことはご存じでしょ
うか。今では、神社などにわずかに見られ
るだけです。市内のあちらこちらに、もや
し状の人口林、また、台風の被害にあった
林も多く見られるようになりました。
なぜ、山頂まで植林したのか、今でも疑

問です。手入れとか、後のことを考えなか
ったのでしょうか？今からでも遅くはな
い。未来のため、地震、火事、台風、津波
などに強い「土地本来の森」を、みんなで
再生したいものです。人間だけしか住めな
いような土地は、豊かな森ではない。野生
動物の棲

す

める山、メダカやゲンゴロウなど
が棲

す

める川、それが人間にとっても、住み
やすい環境だと思います。
今こそ、額に汗し、手を泥んこにして、

その土地本来の森を再生したいものです。

青垣町 小嶋　忠和

ブルーベリーの里
丹波をめざして

表
紙
説
明

旧
山
南
町
東
部
は
檜
皮
産
業
が
盛
ん
で
、
京

都
御
所
、
金
毘
羅
さ
ん
、
善
光
寺
さ
ん
な
ど
全

国
の
有
名
社
寺
の
屋
根
を
檜
皮
で
葺
い
て
お

ら
れ
ま
す
。
元
皮
師
は
山
深
く
入
り
、
立
派
な

檜
皮
を
剥
ぎ
取
り
ま
す
。

表
紙
の
写
真
は
柏
原
藩
陣
屋
表
御
殿
の
屋

根
を
檜
皮
葺
き
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

▲下草刈作業

▲完成した柏原藩陣屋表御殿

▲たわわに実ったブルーベリー


